
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
第
八
号
（
一
九
八
二
年
三
月
）

異
本
三
十
六
人
歌
仙
伝

要
旨
三
十
六
歌
仙
の
伝
記
を
集
成
し
た
「
三
十
六
人
歌
仙
伝
」
は
、
従
来
、
群
書
類
従
所
収
本
文
お
よ
び
そ
れ
と
同
系
の
本
文
を
有

す
る
伝
本
の
み
が
流
布
し
て
い
た
が
、
最
近
管
見
し
得
た
松
野
陽
一
氏
御
所
蔵
の
一
本
は
、
そ
れ
ら
流
布
本
系
の
諸
伝
本
と
は
大
き
く
異
な

り
、
明
ら
か
に
異
本
の
立
場
に
立
つ
本
文
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
の
松
野
本
は
、
お
そ
ら
く
流
布
本
系
本
文
よ
り
も
前

段
階
の
本
文
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
作
者
お
よ
び
成
立
年
時
に
関
す
る
従
来
の
通
説
を
修
正
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
、
ま
た
、
三
十
六
人
歌
仙
の
伝
記
研
究
の
面
に
も
少
な
か
ら
ず
資
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
松
野
本
「
三
十
六
人
歌
仙

伝
」
の
全
文
を
翻
刻
し
、
解
説
を
も
付
し
た
。

Ｉ
翻
刻
な
ら
び
に
解
説
Ｉ

新
藤
協
三
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一
、
虫
損
の
部
分
、
判
読
壬

出
し
て
説
明
を
加
え
た
。

一
、
解
読
の
便
を
は
か
る
た
め
に
、
私
に
句
読
点
、
返
り
点
を
施
し
、
内
容
を
掴
酌
し
て
適
宜
改
行
し
た
。

一
、
各
丁
の
表
裏
の
改
た
ま
る
箇
所
は
、
」
域
』
肋
．
：
・
の
よ
う
に
明
示
し
、
表
は
」
、
裏
は
』
で
区
別
し
た
。

一
、
虫
損
の
部
分
、
判
読
不
能
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
｜
注
１
｜
、
一
注
２
｜
…
…
の
よ
う
に
一
一
で
囲
ん
で
示
し
、
末
尾
に
一
括
し
て
注

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
可
能
な
限
り
原
本
の
体
裁
を
尊
重
す
る
方
針
に
従
う
こ
と
と
し
、
次
の
諸
点
に
留
意
し
つ
つ
一
部
手
を
加
え
た
。

一
、
漢
字
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
旧
字
体
、
略
字
体
、
異
体
字
も
全
て
原
本
ど
お
り
と
し
た
が
、
平
仮
名
、
片
仮
名
に
つ
い
て
は
通
行

一
、
意
味
不
通
の
語
句
、
明
ら
か
に
誤
写
、
誤
脱
と
思
わ
れ
る
部
分
に
は
、
右
傍
に
（
マ
ご
と
記
し
た
。

一
、
行
間
の
書
入
等
に
は
墨
、
朱
の
二
様
が
あ
る
が
、
朱
で
記
さ
れ
た
も
の
の
み
（
朱
）
と
明
示
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
特
に
断
ら
な
い

も
の
は
全
て
墨
書
で
あ
る
。
但
し
、
歌
人
名
と
和
歌
の
右
肩
に
あ
る
合
点
は
、
前
者
が
朱
、
後
者
が
墨
で
施
さ
れ
て
い
て
混
同
さ
れ
る

こ
と
が
な
い
た
め
、
歌
人
名
に
施
さ
れ
た
合
点
に
つ
い
て
は
、
特
に
（
朱
）
と
明
示
す
る
こ
と
を
省
略
し
た
。

体
に
改
め
た
。

（
翻
刻
）
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異本三十六人歌仙伝（新藤）

、
柿
本
朝
臣
人
麿
先
祖
不
見

万
梅
の
は
な
そ
れ
と
も
み
え
す
久
か
た
の
あ
ま
き
る
雪
の
な
へ
て
ふ
れ
畠
は

古
ほ
の
ｊ
、
と
あ
か
し
の
浦
の
あ
さ
霧
の
鴫
か
く
れ
行
舟
お
し
そ
お
も
ふ

件
人
、
就
二
年
々
除
目
叙
位
等
一
尋
二
其
昇
進
《
無
し
所
し
見
。
但
古
万
葉
集
云
。
文
武
天
皇
大
宝
元
年
幸
二
子
紀
伊
国
一
時
、
作
ゞ

奇
。
従
二
車
駕
一
見
二
結
松
毛
其
奇
云
。

後
み
ん
と
君
か
む
す
へ
る
い
は
し
ろ
の
小
松
か
う
れ
を
叉
設
け
ん
か
も

国
史
云
。
大
宝
元
年
九
月
丁
亥
。
天
皇
幸
二
紀
伊
国
毛
冬
十
月
丁
未
、
車
駕
至
二
武
漏
温
泉
や
戊
申
、
従
官
井
群
司
等
、
進
〆

也
0

（
マ
マ
）

今
案
、
件
行
幸
日
、
従
し
駕
者
定
二
叙
爵
一
歎
。
如
二
古
今
和
」
瞳
集
序
一
者
、
注
二
先
師
柿
本
大
夫
雫
可
レ
謂
二
五
位
一
歎
。

古
今
金
玉
集
序
云
。
及
二
奈
良
御
宇
一
和
吾
大
興
。
彼
天
皇
知
．
食
和
奇
趣
一
歎
。
同
御
時
有
正
三
位
柿
本
人
丸
者
↓
和
奇
仙

国
史
云
。
大
宝

階
井
賜
二
衣
衾
↓

歌
仙
傳

奇
仙
傳
丙
題
）

依
二
件
文
一
廻
二
私
案
《
頗
可
レ
謂
二
相
違
↓
或
乗
二
竹
帛
一
傳
、
間
巷
以
二
大
同
之
主
一
号
二
奈
良
帝
や
然
而
就
二
万
葉
集
一
尋
二
人
丸

（
外
題
）
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此
難
無
謂
奈
良
宮

何
時
指
南
大
同
之

時
元
明
元
正
天
皇

以
後
桓
武
天
皇

厩
時
仏
皆
平
城
宮

也|荏以匿何比

日
並
皇
子
尊
磧
宮
之
時
奇
云
。

み

久
方
の
空
み
る
こ
と
く
あ
ふ
ぎ
み
し
御
子
の
み
か
と
の
あ
れ
ま
く
お
し
も

件
皇
子
、
持
統
天
皇
三
年
四
月
莞
。
従
二
天
武
天
皇
元
年
一
』
瞠
至
二
子
件
三
年
一
合
十
八
年
也
。
是
以
案
、
天
智
天
皇
御
宇

思
ふ
な
と
君
は
い
ふ
と
も
あ
は
ん
と
き
い
つ
と
し
り
て
か
我
こ
ひ
さ
ら
ん

在
二
石
見
国
一
臨
レ
死
之
時
、
自
傷
寄
云
。

鴨
山
の
い
は
ね
し
ま
け
る
わ
れ
を
か
も
し
ら
す
て
い
も
か
ま
ち
つ
壁
あ
ら
ん

就
二
件
作
寄
等
一
往
年
子
二
石
見
国
一
逐
臨
レ
死
之
由
所
二
注
出
一
也
・
」
冴

明
日
香
皇
女
脳
蹟
宮
之
時
謁
云
。

飛
鳥
河
し
か
ら
み
わ
た
し
せ
か
ま
せ
は
な
か
る
掻
水
も
の
と
け
か
ら
ま
し

右
皇
女
、
文
武
天
皇
四
年
四
月
莞
。
件
等
親
王
莞
時
如
レ
此
作
し
歌
。
是
以
注
、
天
智
天
皇
御
宇
以
後
、
文
武
天
皇
御
在
位

従
二
石
見
国
一
別
し
妻
来
時
、
作
し
謡
云
。

い
は
み
の
宝
局
角
山
の
こ
の
間
よ
り
わ
か
ふ
る
袖
を
い
も
み
つ
ら
ん
か

誼
在
世
之
時
卒
天
智
天
皇
御
宇
以
後
、
文
武
天
皇
御
在
位
之
間
人
也
。

（
マ
マ
）
（
マ
マ
）

聖
見
歎
。
将
傳
云
、
書
写
之
誤
歎
。
正
二
位
条
又
以
審
。

件
皇
子
、
桂

以
後
人
歎
。

妻
依
羅
娘
子
奇
云
。

右
皇
女
、

間
人
也
。

何
以
称
二
奈
良
御
時
之
人
麿
一
哉
。
古
賢
撰
集
有
し
所
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異本三十六人歌仙伝（新藤）

櫓

木
工
頭
従
五
位
上
紀
朝
臣
貫
之
先
祖
不
見
』
”

、
さ
く
ら
ち
る
木
の
下
か
せ
は
寒
か
ら
て
空
に
し
ら
れ
ぬ
雪
そ
降
け
る

お
も
ひ
か
れ
い
も
か
り
ゆ
け
は
冬
の
よ
の
川
か
せ
さ
む
ゑ
千
鳥
鳴
也

（
マ
マ
）

延
喜
六
年
二
月
任
二
越
前
守
権
少
将
や
御
書
所
預
。
同
七
年
二
月
任
二
内
膳
典
膳
儲
龍
憎
潔
興
同
十
年
二
月
任
二
少
内
記
↓
十
三
年

任
二
大
内
記
↓
同
十
七
年
正
月
七
日
叙
二
従
五
位
下
↓
同
月
任
二
加
賀
介
毛
同
十
八
年
二
月
任
二
美
濃
介
毛
延
長
元
年
六
月
任
二
大

監
物
毛
同
七
年
九
月
任
二
右
哀
曇
同
八
年
正
月
任
二
土
左
守
や
天
慶
三
年
任
二
玄
蕃
頭
↓
同
六
年
正
月
七
日
叙
二
従
五
位
上
↓

同
八
年
三
月
任
二
木
工
権
頭
↓
九
年
月
日
卒
。

、
散
位
凡
河
内
宿
祢
躬
恒
先
祖
不
見

私
日
此
奇
古
今
素
性
奇
也
尤
不
審

山
高
み
雲
井
に
み
ゆ
る
さ
く
ら
花
心
の
行
て
お
ら
ぬ
日
そ
な
き
」
識

、
我
や
と
の
花
見
か
て
ら
に
く
る
人
は
ち
り
な
ん
後
そ
恋
し
か
る
へ
き

萬
葉
集
第
一
云
。
持
統
天
皇
幸
二
子
吉
野
乏
時
、
柿
下
朝
臣
人
麿
作
し
歌
。
怖
煥
蘇
帖
鍬
姫
湘
輔
凱
誹
伝
蒲

見
れ
と
あ
か
ぬ
よ
し
の
及
川
の
常
滑
の
た
ゆ
る
こ
と
な
く
又
帰
り
こ
む

天
武
天
皇
八
月
乙
卯
五
月
庚
辰
朔
甲
申
幸
吉
野
宮
有
此
時
欺
（
マ
マ
）

右
日
本
記
云
。
三
年
己
丑
正
月
天
皇
幸
二
吉
野
宮
や
八
月
幸
二
吉
野
宮
や
四
年
庚
寅
二
月
幸
二
吉
野
宮
毛
五
月
吉
野
宮
。
五
年

（
マ
マ
）

辛
卯
正
月
幸
二
吉
野
宮
毛
四
月
吉
野
宮
者
未
し
知
二
行
何
日
や
従
し
駕
作
レ
奇
。

持
統
天
皇
幸
二
子
伊
勢
国
一
之
時
、
留
レ
京
人
麿
作
し
奇
云
・
献
二
泊
瀬
皇
女
壬
鵡
膜
離
珊
繼
雛
斎
馴
呼
祇
鍬
蔽
糎
莊
蹄
刑
身
娘
鱈
一
年

（
マ
マ
）

を
象
の
う
ら
に
ふ
な
の
も
す
ら
ん
を
と
め
ら
か
玉
も
の
す
そ
に
塩
み
つ
ら
ん
か
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、
伊
勢
前
大
和
守
従
五
位
上
藤
原
継
蔭
女
也
。
継
蔭
元
伊
勢
守
。

人
し
れ
す
た
え
な
ま
し
か
は
わ
ひ
つ
世
も
な
ぎ
な
そ
と
た
に
い
は
ま
し
物
を

、
三
輪
の
山
い
か
に
待
象
ん
年
ふ
と
も
た
つ
ぬ
る
人
に
あ
ら
し
と
お
も
へ
は

所
生

寛
平
御
時
更
衣
云
左
。
離
し
無
し
不
し
見
皆
是
兒
女
子
之
説
也
。
但
寛
平
末
年
誕
争
皇
子
一
之
由
見
二
家
集
↓
七
条
后
宮
人
云
Ａ
ｏ

員

誕
生
皇
子
ヲ
〈
桂
ニ
ソ
置
テ
養
ケ
ル
。
伊
勢
〈
后
宮
と
仕
シ
テ
夙
夜
シ
ヶ
ル
ニ
、
雨
降
日
恋
二
皇
子
一
氣
色
ヲ
后
宮
御
覧
し
て

り

月
の
内
の
か
つ
ら
の
人
を
こ
ふ
と
て
や
雨
に
な
み
た
の
ふ
る
そ
は
る
ら
む

亀

桂
凛
眺
脇
埋
辞
職
厭
權
嗽
即
冊
岬
暇
謹
散
紺
宮
．

久
か
た
の
中
に
お
ひ
た
る
里
な
れ
は
ひ
か
り
を
の
み
そ
た
の
む
へ
ら
な
る

皇
子
及
二
八
歳
一
莞
者
鮴
總
軒
蠅
融
之
間
歎
・
蒻
家
集
之
誤
也
。
不
し
慥
歎
。

延
滉
四
年
大
井
河
行
幸
和
寄
署
所
、
注
二
散
位
凡
河
内
躬
恒
如
件
日
、
題
九
讃
人
六
人
毎
し
題
各
一
首
。
但
躬
恒
除
二
鶴
江
立
一

之
外
毎
レ
題
献
二
二
首
↓
奥
又
副
二
一
首
一
也
。
依
二
奇
多
一
不
し
注
‐
害
。

（
マ
マ
）

後
撰
和
奇
集
才
十
五
巻
云
。
淡
路
橡
秩
満
帰
都
之
由
見
二
右
寄
毛
云
。

れ

ひ
ぎ
う
へ
し
人
は
む
へ
こ
そ
お
ひ
に
け
り
松
も
こ
た
か
く
成
に
け
る
か
な

ミ

其
詞
云
。
淡
路
橡
任
満
上
之
時
、
兼
輔
卿
粟
田
山
庄
に
て
讃
云
奄
』
”

被
仰
。

任
二
和
泉
権
橡
七

寛
平
六
年
二
月
廿
八
日
任
二
甲
斐
権
少
目
毛
延
喜
七
年
正
月
十
三
日
任
二
丹
波
権
少
目
↓
御
厨
子
所
。
同
十
一
年
正
月
十
三
日
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異本三十六人歌仙伝（新藤）

、
中
納
言
従
三
位
兼
行
春
宮
大
夫
大
伴
宿
祢
家
持

＼
さ
を
し
か
の
朝
た
つ
を
の
掻
秋
そ
の
に
玉
と
み
る
ま
て
を
け
る
白
露

ま
き
も
く
の
ひ
は
ら
も
い
ま
た
く
も
ら
れ
は
小
松
か
原
に
あ
わ
雪
そ
ふ
る

（
マ
マ
）

天
平
年
任
二
内
舎
人
や
同
十
七
年
正
月
授
二
従
五
位
下
↓
同
壼
十
八
年
三
月
任
二
宮
内
少
輔
毛
同
六
月
任
二
越
中
守
↓
同
廿
一

六

年
四
月
叙
二
従
五
位
上
毛
天
平
勝
宝
二
年
四
月
任
二
兵
部
少
輔
↓
同
十
一
月
為
二
山
陰
道
使
や
天
平
宝
字
二
年
正
月
任
二
因
幡
守
↓

同
六
年
正
月
任
二
治
部
大
輔
↓
同
八
年
正
月
任
二
薩
ｒ
守
や
神
護
景
雲
元
年
任
二
大
宰
少
試
↓
同
四
年
六
月
任
二
民
部
少
輔
毛
九

月
任
二
左
中
弁
一
兼
二
中
務
大
輔
毛
宝
亀
元
年
十
月
叙
二
正
五
位
下
壬
同
二
年
十
一
月
叙
二
正
五
位
上
二
二
年
二
月
任
二
式
部
権
大

（
マ
マ
）

輔
↓
五
年
三
月
相
模
守
。
同
九
年
任
二
左
京
大
夫
毛
六
年
十
一
月
任
二
左
衛
門
督
↓
七
年
三
月
任
二
伊
勢
守
七
八
年
正
月
叙
二
従

四
位
上
↓
九
年
正
月
叙
二
正
四
位
下
毛
十
一
年
二
月
任
二
参
議
毛
同
九
月
兼
二
右
大
弁
毛
天
應
元
年
四
月
兼
二
春
宮
大
夫
屯
五

（
マ
マ
）

月
四
日
任
二
左
大
弁
↓
鮴
湫
。
八
月
為
二
左
大
弁
春
宮
大
夫
↓
先
房
鷆
蝿
慨
喪
解
任
。
十
一
月
士
一
百
叙
二
従
二
莅
↓
延
暦
一
兀
閨

正
月
坐
二
氷
上
河
継
反
事
一
免
移
二
京
外
壬
四
月
有
し
詔
宥
鯵
罪
復
二
参
議
春
宮
大
夫
や
同
六
月
以
二
本
官
一
出
為
二
陸
奥
出
羽
按
察

使
鎮
守
府
将
軍
や
在
任
無
し
幾
七
月
十
九
日
舞
二
中
納
一
三
鱸
蛇
決
夫
三
年
二
月
任
二
持
節
征
夷
将
軍
↓
四
年
八
月
莞
。

、
。
十
月
六
日
入
内
九
日
為
女
御
。
寛
平
九
年
七
月

東
七
条
后
藤
温
子
仁
和
四
年
●
廿
六
日
・
為
皇
大
夫
人
。
延
滉
五
年
五

廿
六
日

１

月
出
家
。
七
年
六
月
崩
。
年
三
十
六
。
昭
宣
公
才

承
平
四
年
戦
三
月
廿
六
日
、
皇
太
后
穏
子
五
十
御
賀
御
屏
風
伊
勢
献
二
和
蚤

今
案
、
亭
子
院
醍
醐
朱
雀
三
代
間
人
也
。

三
女
。
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、
山
邊
宿
祢
赤
人
先
祖
不
見
』
”

、
あ
す
か
ら
は
わ
か
な
つ
ま
ん
と
し
め
し
の
に
ぎ
の
ふ
も
け
ふ
も
雪
は
ふ
り
つ
掻

故
万
葉
集
云
。
神
亀
元
年
甲
子
冬
十
月
五
日
幸
二
紀
伊
国
一
時
、
作
二
奇
三
首
む

わ
か
の
う
ら
に
塩
み
ち
く
れ
は
か
た
を
な
承
芦
へ
を
さ
し
て
田
鶏
鳴
わ
た
る

国
史
云
。
神
亀
兀
年
冬
十
月
蒜
天
皇
幸
二
紀
伊
勇
癸
巳
行
至
一
那
賀
郡
玉
垣
勾
頓
宣
甲
午
至
二
海
部
郡
玉
津
嶋
頓
亘
留

日
力

十
有
餘
月
。
従
し
駕
百
寮
六
位
巳
下
至
二
伴
部
一
賜
レ
禄
。
詔
日
、
改
二
弱
濱
名
一
為
二
明
光
浦
毛

廷

古
万
葉
集
云
。
神
亀
三
年
秋
九
月
幸
二
子
播
磨
国
印
南
郡
一
時
、
作
し
奇
従
レ
駕
。
其
奇
日
。

（
マ
マ
）
れ

い
な
み
の
ふ
あ
さ
ち
を
し
な
み
ざ
ぬ
る
よ
の
け
さ
か
ら
あ
す
は
い
へ
し
畠
の
は
る

秋

ミ

琢

国
史
云
。
神
亀
三
年
九
月
被
し
定
二
造
頓
宮
司
井
装
束
房
司
簔
為
し
将
レ
幸
二
播
摩
国
印
南
野
一
也
。
冬
十
月
辛
圃
凹
行
二
‐

亀

（
マ
マ
）

幸
播
ｒ
国
印
南
野
↓
至
二
甲
寅
印
南
野
邑
美
頓
宮
一
・
辛
酉
、
従
し
駕
人
及
播
ｒ
国
郡
司
百
姓
等
、
供
。
奉
行
在
所
一
者
、
授
レ
位

古
万
葉
集
云
。
天
平
八
年
夏
六
月
幸
二
子
芳
野
離
宮
一
時
、
應
レ
詔
作
レ
寄
云
。

（
一
宇
空
白
）
（
マ
マ
）

神
代
よ
り
よ
し
の
世
み
や
に
あ
り
か
よ
ひ
高
れ
る
は
山
川
と
よ
み

（
マ
マ
）

国
史
云
。
天
平
八
年
夏
六
月
乙
亥
行
。
幸
芳
野
離
宮
↓
秋
七
月
丁
亥
詔
賜
二
芳
野
監
乃
例
進
百
姓
物
。

幸
播
ｒ
国
印
南
野
↓

賜
レ
禄
、
各
有
し
差
。

古
万
葉
集
云
。
天
〒

後
廿
餘
日
其
骸
未
レ
葬
。
大
伴
継
人
竹
良
等
、
射
．
殺
中
納
言
藤
原
種
継
一
事
發
覚
下
獄
。
按
鹸
之
事
連
二
家
持
等
幻
由
レ
是
追

ｌ

除
コ
名
其
息
永
主
等
一
並
虚
匠
胆
。

庚
寅
車
駕
還
し
宮
。
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異本三十六人歌仙伝

○
やゑのしかた
あを我も入ら

驍繋蕊○プ

(新藤）

、
蔵
人
頭
従
四
位
上
行
右
近
衛
権
中
将
在
原
朝
臣
業
平

弾
正
尹
阿
保
親
王
五
男
母
伊
豆
内
親
王
』
”

世
の
中
に
た
え
て
さ
く
ら
の
な
か
り
せ
は
春
の
心
は
の
と
け
か
ら
ま
し

、
は

月
や
あ
ら
ぬ
春
や
む
か
し
の
春
な
ら
ぬ
わ
か
身
ひ
と
つ
の
も
と
の
身
に
し
て

■

承
和
十
四
年
正
月
日
補
二
蔵
人
↓
同
年
任
二
左
近
衛
将
監
↓
嘉
祥
三
年
正
月
七
日
叙
二
従
五
位
下
一
貞
観
四
年
正
月
七
日
叙
二

従
五
位
上
屯
五
年
二
月
任
二
左
兵
衛
権
佐
毛
六
年
三
月
任
二
右
近
衛
権
少
将
↓
七
年
三
月
任
二
右
馬
頭
壬
十
一
年
正
月
七
日

叙
二
正
五
位
下
↓
十
五
年
正
月
七
日
叙
二
従
四
位
下
幻
十
九
年
正
月
任
二
右
近
衛
権
中
将
屯
元
慶
元
年
十
一
月
廿
一
日
叙
二
従

權
（
マ
マ
）

四
位
上
毛
二
年
正
月
兼
二
相
模
守
三
二
年
十
月
補
二
蔵
人
頭
毛
四
年
正
月
廿
八
年
卒
。
五
十
六
。

一
注
４
－

国
史
云
。
貞
観
十
四
年
四
月
十
七
日
、
勅
遣
下
正
五
位
下
行
右
馬
頭
在
原
業
平
向
二
鴻
艫
舘
一
労
二
間
渤
海
客
一
上
。
」
港

大
和
物
語
云
。
水
尾
天
皇
御
時
、
右
大
弁
云
為
娘
女
御
井
御
息
所
、
天
皇
御
遁

世
之
後
、
在
中
将
蜜
と
通
也
。

皇
后
高
子
行
啓
大
原
野
之
日
、
中
将
詠
奇
云
。

オ
ホ
ハ
ラ
ャ
ヲ
シ
ホ
ノ
山
モ
ヶ
フ
ョ
リ
ハ
神
代
ノ
コ
ト
モ
思
ヒ
イ
ッ
ラ
メ

、
僧
正
遍
昭
大
納
言
正
三
位
良
峯
安
世
男
。
俗
名
宗
貞
。

未
の
露
も
と
の
雫
や
世
の
中
の
を
く
れ
先
た
つ
例
な
る
ら
ん

廿
九
才

右
兵
衛
佐

砒
承
和
十
一
年
正
月
補
二
蔵
人
毛
十
二
年
正
月
七
日
叙
二
従
五
位
下
毛
同
十
一
日
任
二
左
衛
門
督
↓
十
三
年
正
月
士
一
百
兼
二
備
前

畳
ミ
ミ
亀

岻
介
心
同
日
任
二
左
近
衛
少
将
毛
嘉
祥
二
年
正
月
補
二
蔵
人
頭
↓
廿
四
才
同
三
年
正
月
七
日
叙
二
従
五
位
上
↓
同
三
月
廿
一
日
帝

砿
朋
。
庚
子
定
二
御
葬
諸
司
《
為
二
装
束
司
壬
丙
午
出
家
為
し
僧
。
先
皇
寵
臣
也
。
先
皇
崩
後
哀
慕
無
し
巳
、
自
帰
二
佛
理
一
以
求
二
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、
素
性
法
師
左
近
少
将
良
峯
宗
貞
男
。

、
今
こ
ん
と
い
ひ
し
は
か
り
に
な
か
月
の
有
明
の
月
を
侍
い
て
つ
る
か
な

承
わ
た
せ
は
柳
さ
く
ら
を
こ
ぎ
ま
せ
て
承
や
こ
そ
春
の
に
し
き
成
け
る
」
瞼

み
て
の
み
や
人
に
か
た
ら
ん
桜
は
な
手
こ
と
に
折
て
家
つ
と
に
せ
ん

由
歎

寛
平
八
年
閨
正
月
行
．
幸
雲
林
院
一
之
日
、
大
納
言
源
朝
臣
奉
レ
勅
宣
命
。
留
性
大
法
師
為
二
権
大
律
師
《
弘
延
素
性
両
法
師

施
二
度
者
一
人
屯
共
起
稽
首
睾
レ
聲
歓
喜
。

昌
泰
元
年
宮
瀧
遊
覧
記
云
。
号
日
二
良
因
朝
匡
取
二
住
所
か
撰
一
鮖
趾
勝
也
。
数
日
前
駈
間
献
和
歌
。
免
レ
暇
帰
し
寺
日
給
二
御

（
マ
マ
）
（
マ
マ
）

衣
御
馬
毛
數
盃
之
後
、
兼
茂
恩
賜
着
二
御
衣
一
騎
二
御
馬
一
直
向
レ
山
者
。

○
鮒
噸
鯆
胎
鳩
延
喜
六
年
二
月
廿
六
日
御
記
云
。
・
於
二
御
前
一
書
一
御
屏
風
毛
左
近
中
将
定
方
給
レ
酒
献
レ
歌
。
即
給
二
禄
赤
絹
御
衣
御
馬
等
一

孵
謝
魂
一
日
也
。

位
－ 0

賜
二
七
十
賀
毛
に

号
二
花
山
僧
正
や

国
史
云
。
貞
観

報
持
恩
や
時
人
感
。
元
慶
一
年
任
二
権
僧
正
鉄
始
慌
五
。
仁
和
元
年
十
月
廿
三
日
韓
．
任
僧
正
弔
士
一
月
十
八
日
於
二
仁
壽
殿
一

賜
二
七
十
賀
毛
太
政
大
臣
左
右
大
臣
預
二
其
座
や
寛
平
二
年
正
月
十
九
日
卒
。
時
年
七
十
六
。
干
し
時
為
二
元
慶
寺
座
主
↓
故

生
年
弘
仁
六
年
鍬

雑
類
略
説
云
。
僧
正
遍
昭
仁
和
二
年
三
月
十
四
日
賜
二
食
邑
百
一
貝
聴
三
駕
レ
萱
出
．
入
宮
内
毛

貞
観
十
一
年
二
月
廿
六
日
甲
寅
、
延
六
十
僧
於
二
大
極
殿
一
限
二
三
日
一
輔
．
読
大
般
若
経
毛
詔
授
二
僧
遍
昭
法
眼
和
尚
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異本三十六人歌仙伝（新藤）

猿
丸
大
夫

遠
近
の
た
つ
き
も
し
ら
ぬ
山
中
に
お
ほ
つ
か
な
く
も
よ
ふ
こ
と
り
か
な

、
お
く
山
に
紅
葉
ふ
象
わ
け
鳴
し
か
の
声
き
く
時
そ
あ
き
は
か
な
し
き

定

不
修
知
二
何
代
人
↓
但
古
今
和
歌
集
序
。
・
大
伴
黒
主
之
虚
注
二
古
猿
丸
大
夫
次
一
也
。
付
二
件
文
一
以
案
之
、
黒
主
仁
和
初
献
二

、
大
内
記
紀
朝
臣
友
則
蕊
蕊
薯
鰐
謹
罫
鐡
鼈
常

滋
賀
郡
小
関
山
在
道
場
。

号
藤
尾
寺
。
件
地
大
納
言
封
地
也
。

、
秋
か
せ
に
は
つ
か
り
か
ね
そ
き
こ
ゆ
な
り
た
か
玉
章
を
か
け
て
き
つ
ら
ん

夕
さ
れ
は
さ
ほ
の
河
原
の
河
霧
に
友
ま
と
は
せ
る
千
と
り
な
く
な
り

寛
平
九
年
正
月
十
一
日
任
二
土
左
嫁
屯
同
十
年
正
月
廿
九
日
任
二
少
内
記
や
延
木
四
年
七
月
廿
五
日
任
二
大
内
記
心

父
歎
父
歎

古
今
和
歌
集
云
。
依
二
惟
喬
親
王
訓
一
集
二
詞
到
之
寄
↓
別
副
云
、
一
首
送
二
彼
親
圭
是
以
案
、
可
レ
謂
二
友
則
囲
凹
奇
人
一

歎
・
囎
順
淵
紐
順
獺
斗
靭
非
距
棚
計
肥
部
慎
治
病
其
寄
云
。

こ
と
な
ら
は
こ
の
と
葉
さ
へ
も
ぎ
え
な
世
ん
承
れ
は
な
み
た
の
た
き
ま
さ
り
け
り

（
マ
マ
）

本
院
大
臣
言
談
之
次
、
於
二
無
官
一
送
二
叶
年
一
之
由
歎
和
奇
云
。

は
る
ノ
、
と
か
す
は
ま
と
は
す
あ
り
な
か
ら
花
さ
か
ぬ
木
を
な
に
畠
そ
へ
け
ん
」
財

い
ま
出
て
に
な
と
か
は
は
な
の
さ
か
す
し
て
よ
そ
と
せ
あ
ま
り
と
し
き
り
は
す
る

イ
本
奇
齋
歎

依
二
如
レ
此
・
｜
案
し
之
、
生
年
仁
和
函
凹
衡
比
歎
。

、

大
臣
返
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、
比

篁

小
野
小
町
峨
獅
酢
肌
覗
押
也
。
別
傳
云
・
中
女
也
相
違

色
象
え
て
う
つ
る
ふ
も
の
は
世
中
の
人
の
心
の
は
な
に
そ
有
け
る

、
お
も
ひ
つ
蚤
ぬ
れ
は
や
人
の
ゑ
え
つ
ら
ん
夢
と
し
り
せ
は
覚
さ
ら
ま
し
を

古
今
和
寄
集
雑
下
云
。
文
屋
康
秀
参
河
橡
に
成
て
、
あ
か
た
み
に
は
え
出
た
蚤
し
や
と
い
へ
り
け
る
返
事
に
よ
め
る

侘
ぬ
れ
は
身
を
う
ぎ
草
の
ね
を
た
え
て
さ
そ
ふ
水
あ
ら
は
い
な
ん
と
そ
思
」
岨

遍
昭
僧
正
集
云
。
遍
昭
出
家
之
後
参
．
詣
長
谷
寺
一
小
野
小
町
送
二
和
寄
壬

（
マ
マ
）

い
は
の
う
へ
に
た
ひ
れ
を
す
れ
は
い
と
さ
む
し
苔
の
衣
も
を
我
に
か
さ
な
ん

大
嘗
會
和
寄
一
之
由
見
二
彼
集
毛
而
當
し
昔
称
し
古
、
可
レ
謂
二
上
古
人
↓
奇
云
。

（
マ
マ
）

あ
ふ
み
の
や
か
皇
み
山
を
た
て
た
れ
は
か
ね
て
そ
み
ゆ
る
君
か
千
と
せ
は
』
”

価
錐
し
尋
二
件
人
歌
於
万
葉
集
一
無
し
所
し
見
。
若
是
異
名
歎
。
若
將
假
二
他
名
一
入
二
彼
集
一
歎
・
往
代
之
事
暗
以
難
し
決
。
而
臨
二

延
喜
御
宇
一
被
し
撰
二
古
今
和
奇
集
一
之
日
、
件
大
夫
奇
多
載
二
彼
集
↓
是
以
廻
二
私
案
《
件
太
夫
若
撰
二
万
葉
集
一
之
後
元
慶
以
往

之
比
人
欺
。

ふ
た
り

山
ふ
し
の
苔
の
衣
は
た
畠
ひ
と
へ
か
さ
ね
は
う
と
し
い
さ
ひ
と
り
ね
ん

ミ
ミ
ミ

、
中
納
言
従
二
莅
兼
行
右
衛
門
督
藤
原
兼
輔
鮎
瑚
紳
那
雅
四
位
上

遍
昭
返
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異本三十六人歌仙伝（新藤）

、
夕
月
よ
お
ほ
つ
か
な
ぎ
を
玉
ぐ
し
け
二
見
の
う
ら
は
あ
け
て
こ
そ
ぷ
め

寛
平
九
年
七
月
昇
殿
・
本
宮
・
十
年
正
月
任
二
讃
岐
縁
一

醍
醐
天
皇
才
一
章
明
親
王
母
更
衣
入
内
之
時
兼
輔
以
詠
寄
云
孤
刎
肺
縦
棚
恥
嘩
溌
鰍
嘩
岫
恥
州
批
、
も
。

四
月
八
日
昇
殿
。
昌
泰
四
年
二
月
任
二
左
衛
門
少
尉
毛
延
喜
二
年
正
月
七
日
叙
二
従
五
位
下
一
』
皿
飯
壷
柵
社
。
二
月
廿
一
日
昇
殿
。

三
年
正
月
任
二
内
蔵
助
毛
六
年
正
月
七
日
叙
二
従
五
位
上
毛
卿
兀
。
七
年
二
月
兼
二
右
兵
衛
佐
↓
十
年
正
月
廿
七
日
補
二
蔵
人
一
任
二

右
衛
門
佐
毛
捌
元
。
十
二
一
年
正
月
任
二
右
近
少
将
壬
加
元
。
十
四
年
正
月
兼
二
近
江
介
や
十
五
年
正
月
七
日
叙
二
正
五
位
下
↓
刑
峨

十
六
年
三
月
兼
二
内
蔵
権
頭
や
十
七
年
正
月
兼
二
内
蔵
頭
毛
八
月
廿
八
日
補
二
蔵
人
頭
↓
十
一
月
十
七
日
叙
二
従
四
位
下
の
併
一
・

同
廿
二
百
補
二
蔵
人
頭
壬
如
故
。
十
九
年
正
月
兼
二
備
前
守
屯
同
月
任
二
左
近
衛
権
中
将
↓
加
瀬
領
廿
一
年
正
月
任
二
参
議
↓
鮴
辨
同

二
月
七
日
昇
殿
。
廿
二
年
正
月
七
日
叙
二
従
四
位
上
毛
延
長
二
年
二
月
一
日
兼
二
近
江
権
守
や
五
年
正
月
十
二
日
叙
二
従
三
位
一

任
二
中
紬
一
三
同
四
月
廿
九
日
昇
殿
。
八
年
十
一
一
月
兼
二
右
衛
門
督
↓
承
平
二
一
年
二
月
十
八
日
莞
・
鵡
悴
七
。

号
堤
中
納
言
。
延
長
八
年
二
月
廿
九
日
式
部
卿
敦
慶
親
王
莞
。
」
醒

兼
輔
卿
向
彼
旧
宅
見
花
詠
奇
。

さ
ぎ
に
ほ
ひ
か
せ
ま
つ
ほ
と
の
花
ゑ
れ
は
人
の
よ
農
り
は
ひ
さ
し
か
り
け
り

は
る
／
、
の
は
な
は
ち
る
と
も
咲
ぬ
へ
し
ま
た
あ
ひ
か
た
き
人
の
よ
は
う
ぎ

冬
嗣
公
内
舎
人
左
中
将
従
四
位
上
参
議
従
四
位
下
右
衛
門
督

四
男
良
門
ｌ
利
基
Ｉ
兼
茂
１
度
正
四
男
云
々

内
大
臣
従
二
位

ｌ
高
藤
Ｉ
兼
輔
ｌ
清
正
讓
蕊
蹄
鰕
羅
者
系
圖

三
条
右
大
臣
返
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、
権
中
納
言
従
三
位
藤
原
朝
臣
敦
忠
就
鰍
陥
慨
柳
舩
朧
職
押
偲

、
あ
ひ
ゑ
て
の
後
の
こ
ふ
ろ
に
く
ら
ふ
れ
は
む
か
し
は
物
を
お
も
は
さ
り
け
り

、
中
納
言
従
三
位
藤
原
朝
臣
朝
忠
岾
隊
陥
綻
労
柳
茄
臨
下
搬
僻
釉
言

従
二
位
右
大
臣

勧
修
寺
始
左
大
将

冬
嗣
ｌ
良
門
ｌ
高
藤
ｌ
定
方
ｌ
朝
忠

母
山
城
国
宇
治
郡
大
領
宮
道
祢
益
女
也
後
為
正
五
位
下

宮
内
大
甫
彼
家
池
と
勧
修
寺
也

、
あ
ふ
事
の
た
え
て
し
な
く
は
中
ノ
、
に
人
を
も
身
を
も
う
ら
み
さ
ら
ま
し

本
ノ
マ
マ

萬
代
の
は
し
め
と
け
ふ
を
祝
を
き
て
い
ま
行
末
を
神
や
ま
も
ら
ん

延
滉
十
七
年
十
月
廿
四
日
昇
殿
。
延
長
二
年
任
二
右
近
衛
将
監
ご
二
年
補
二
東
宮
蔵
人
や
四
年
正
月
七
日
叙
二
従
五
位
下
や

八
年

纈
喧
御
五
年
十
一
月
任
二
侍
従
毛
。
九
月
廿
二
日
昇
殿
・
東
宮
。
十
一
月
十
』
、
八
日
補
二
蔵
人
や
九
年
三
月
任
二
右
兵
衛
佐
↓

承
平
五
年
二
月
任
二
左
近
権
少
将
↓
六
年
正
月
七
日
叙
二
従
五
位
上
毛
同
月
兼
二
播
磨
権
介
や
天
慶
四
年
正
月
七
日
叙
二
正
五
位

下
↓
三
月
兼
二
丹
波
介
↓
六
年
正
月
七
日
叙
二
従
四
位
下
↓
同
月
十
四
日
昇
殿
。
二
月
任
二
内
蔵
頭
毛
九
年
二
月
任
二
近
江
守
↓

十
一
月
十
九
日
叙
二
従
四
位
上
↓
悠
紀
。
天
暦
二
年
三
月
九
日
昇
殿
。
五
年
正
月
任
二
左
近
衛
中
将
毛
六
年
正
月
兼
二
伊
勢
権

守
雫
十
二
月
任
二
参
木
毛
七
年
正
月
兼
二
備
前
守
↓
八
年
正
月
任
二
大
宰
大
試
三
二
月
辞
二
大
試
↓
十
年
正
月
叙
二
正
四
位
下
↓
同

月
兼
二
讃
岐
守
雫
同
二
月
七
日
昇
殿
・
天
徳
元
年
四
月
任
二
右
衛
門
督
↓
五
月
為
二
検
非
違
使
別
當
↓
二
年
正
月
兼
二
備
中
権
守
↓

四
年
正
月
兼
二
伊
与
権
守
や
應
和
元
年
十
二
月
二
日
叙
二
従
三
位
邉
営
行
事
。
同
月
十
六
日
昇
殿
。
三
年
九
」
幽
月
任
二
中
納
一
一
三

囎
捌
営
同
十
月
廿
八
日
昇
殿
。
康
保
二
年
十
一
月
依
レ
病
辞
二
督
井
別
當
↓
二
一
年
士
一
月
一
百
莞
。
諦
排
繩
附
抓
附
言
。
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異本三十六人歌仙伝（新藤）

、
従
五
位
上
守
右
近
衛
少
将
兼
備
後
権
介
藤
原
朝
臣
高
光
剛
際
紡
脈
糊
翻
獅
覇

、
春
過
て
ち
り
ば
て
に
け
る
梅
の
花
た
ふ
か
は
か
り
そ
枝
に
の
こ
れ
る

み
て
も
又
ま
た
も
み
ま
く
の
ほ
し
か
り
し
花
の
ざ
か
り
に
す
ぎ
や
し
ぬ
ら
ん

天
暦
二
年
八
月
十
七
日
昇
殿
。
九
年
十
一
月
廿
二
月
叙
二
従
五
位
下
↓
鮴
瀧
十
年
三
月
任
二
侍
従
毛
天
徳
二
年
正
月
十
九
日

昇
殿
。
同
七
月
任
二
左
衛
門
佐
↓
四
年
正
月
任
二
右
近
衛
少
将
↓
五
年
正
月
七
日
叙
二
従
五
位
上
や
同
月
兼
二
備
後
権
介
↓
應
和

一
兀
年
十
二
月
四
日
到
二
横
川
一
入
道
。
鵬
瀞
武
柊
秒
柳
訓
焔
同
二
年
十
月
一
日
、
令
レ
仰
二
」
崎
伊
尹
朝
臣
得
度
者
右
近
少
将
高
光

井
相
従
者
二
人
之
由
壬
康
保
二
年
三
月
十
九
日
、
前
右
近
少
将
高
光
賜
二
臨
時
度
者
二
人
毛
名
籍
又
作
下
可
レ
令
二
高
光
授
戒
一

之
由
上
。
巳
上
御
記
。

、
従
四
位
下
源
朝
臣
公
忠

延
木
十
七
年
二
月
十
五
日
昇
殿
・
年
士
一
。
同
廿
一
年
正
月
廿
五
日
叙
二
従
五
位
下
幻
十
六
。
於
二
殿
上
一
加
二
元
服
蚤
名
。
廿
二

（
マ
マ
）

年
二
月
十
七
日
昇
殿
。
廿
三
年
正
任
二
侍
従
毛
延
長
六
年
正
月
七
日
叙
二
従
五
位
上
《
殿
上
。
六
月
任
二
左
兵
衛
佐
や
八
年
九

（
マ
マ
）

月
廿
二
日
昇
殿
。
十
二
月
任
二
右
衛
門
佐
毛
九
月
二
百
任
二
左
近
衛
少
将
↓
承
平
二
年
十
一
月
十
六
日
叙
二
正
五
位
下
壬
鮴
瀧

四
年
正
月
七
日
叙
二
従
四
位
下
毛
同
月
十
二
日
昇
殿
。
十
二
月
任
二
権
中
将
↓
五
年
三
月
八
日
補
二
蔵
人
頭
Ｔ
六
年
正
月
兼
二
誌１

播
磨ｏ

守
屯
天
慶
二
年
正
月
七
日
叙
二
従
四
位
上
↓
八
月
任
二
参
議
毛
鮴
噸
同
十
月
廿
六
日
昇
殿
。
四
年
十
二
月
兼
二
近
江
権
守
↓

五
年
三
月
廿
九
日
叙
二
従
三
位
一
任
二
権
中
納
言
型
千
七
。
六
年
三
月
七
日
莞
。
年
舟
八
。
号
二
本
院
中
越
一
三
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、
ゆ
き
や
ら
て
山
路
く
ら
し
つ
郭
公
今
ひ
と
こ
ゑ
の
ぎ
か
ま
ほ
し
さ
に

よ
る
つ
代
は
な
を
こ
そ
あ
か
ね
君
か
た
め
い
の
る
心
の
か
ぎ
り
な
け
れ
は

（
マ
マ
）

延
木
十
一
年
廿
二
日
昇
殿
。
廿
四
。
十
三
年
四
月
任
二
掃
部
助
や
十
五
年
正
月
十
九
日
昇
殿
。
十
八
年
三
月
十
七
日
補
二
蔵

大
二

人
壬
年
舟
一
・
十
九
年
二
月
兼
二
近
江
権
少
擬
至
廿
一
年
三
月
任
二
修
理
権
曇
延
長
三
年
正
月
』
職
七
日
叙
二
従
五
位
下
↓

蔵
人
以
方
。

本
官
如
故
。
三
年
六
月
任
二
内
蔵
権
助
毛
六
年
正
月
任
二
民
部
少
輔
毛
五
月
十
日
補
二
蔵
人
や
七
年
正
月
任
二
右
少
弁
屯
八
年
九
月

停
二
蔵
人
毛
依
昇
賀
也
。
十
一
月
十
八
日
更
補
二
蔵
人
や
承
平
二
年
正
月
七
日
叙
二
従
五
位
上
幻
三
年
正
月
兼
二
山
城
守
や
十
月

韓
引
任
権
右
中
辨
↓
抑
繊
守
六
年
正
月
七
日
叙
二
正
五
位
下
↓
七
年
正
月
辞
二
五
位
蔵
人
李
以
二
男
信
明
一
補
二
蔵
人
↓
即
昇
殿
。

九
月
任
二
右
中
弁
毛
八
年
正
月
七
日
叙
二
従
四
位
下
↓
五
月
三
日
昇
殿
。
天
慶
三
年
三
月
任
二
太
宰
大
詠
む
不
赴
。
五
月
六
日
昇

殿
。
四
年
三
月
任
二
近
江
守
↓
四
月
十
一
日
昇
殿
。
六
年
二
月
兼
二
右
大
弁
一
八
年
依
レ
病
辞
し
弁
。
九
年
卒
。
鮓
細
針
坑
亭
虻

和
四
年

井
弁
。

、
右
衛
門
府
生
壬
生
直
忠
岑
先
祖
不
見
」
蝉

、
有
明
の
つ
れ
な
く
み
え
し
わ
か
れ
よ
り
あ
か
つ
き
は
か
り
う
ぎ
も
の
は
な
し

春
た
つ
と
い
ふ
は
か
り
に
や
み
よ
し
の
強
山
も
か
す
み
て
今
朝
は
み
ゆ
ら
む

時
し
も
あ
れ
妹
や
は
人
の
わ
か
る
へ
ぎ
あ
る
を
承
る
た
に
恋
し
き
も
の
を

第
十
三
正
四
位
正
大
蔵
卿
蔵
従
四
位
下
陸
奥
守
蔵
正
四
位
下
美
乃
守
蔵
但
馬
守

光
孝
天
皇
１
割
国
紀
ｌ
公
忠
ｌ
信
明
Ｉ
通
理
１
国
聖
１
国

サ
ネ
奇
人

蔵
能
登
守
蔵
筑
前
守

ｌ
方
国
ｌ
道
齋

奇
人

輔
朏
繍
雌
継
節
圓
康
坊
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異本三十六人歌仙伝（新藤）

、
従
四
位
上
徽
子
女
王
距
飾
献
酬
捌
蝿
珊
親
王
女
。

、
こ
と
の
ね
に
み
れ
の
ま
つ
か
せ
か
よ
ふ
ら
し
い
つ
れ
の
を
よ
り
し
ら
へ
そ
め
け
ん

か
つ
み
つ
挫
影
は
な
れ
行
水
の
面
に
か
く
数
な
ら
ぬ
み
を
い
か
に
せ
む

承
平
六
年
九
月
十
二
日
卜
定
。
八
歳
。
為
二
齋
宮
↓
天
慶
八
年
正
月
十
九
日
遭
二
母
氏
喪
↓
同
七
月
十
六
日
退
出
。
天
暦
元
年
正

月
入
内
・
』
幽
年
十
九
。
五
年
砿
月
廿
三
日
内
宴
、
叙
二
従
四
位
下
毛
女
御
。
應
和
二
年
正
月
八
日
叙
二
従
四
位
上
↓
寛
和
元
年

、
祭
主
従
四
位
下
行
神
祇
大
副
大
中
臣
朝
臣
頼
基
随
杠
鵬
賊
拓
粒

、
一
ふ
し
に
ち
よ
を
こ
め
た
る
杖
な
れ
は
つ
く
と
も
つ
き
し
君
か
よ
は
ひ
は

延
詫
元
年
六
月
任
二
神
祇
少
祐
や
孵
輔
暁
五
年
正
月
韓
二
権
大
祐
毛
承
平
二
一
年
正
月
韓
．
任
権
小
副
屯
天
慶
二
年
十
月
七
日
任
二

祭
主
や
同
四
年
正
月
七
日
叙
二
従
五
位
下
↓
撫
生
八
年
正
月
七
日
叙
二
従
五
位
上
毛
十
月
任
二
大
副
屯
九
年
十
一
月
十
四
日
叙
二

正
五
位
下
↓
天
暦
五
年
正
月
七
日
叙
二
従
四
位
下
や
天
徳
二
年
卒
。

天
暦
十
年
五
月
十
一
日
大
外
記
御
舩
宿
祢
傳
説
勘
文
云
。
唯
し
有
二
氏
五
位
一
依
レ
非
二
神
祇
官
人
杢
以
二
六
位
官
人
一
補
二
祭
主
↓

閨
ィ
マ
タ
ュ
キ

天
慶
二
年
七
月
」
鱈
二
日
甥
牲
喚
猿
一
件
年
暦
名
帳
一
有
二
従
五
位
上
完
行
朝
臣
毛
為
二
下
野
守
一
未
二
入
京
や

寛
イ

大
和
物
語
云
。
和
泉
大
将
定
国
被
レ
参
二
左
大
臣
亭
一
之
夜
、
壬
生
忠
峯
参
二
御
供
一
於
二
階
下
一
詠
レ
寄
云
。

か
さ
塾
ぎ
の
わ
た
せ
る
は
し
の
霜
の
上
を
よ
は
に
ふ
ぷ
わ
け
こ
と
さ
ら
に
こ
そ

月
入
内
・
』
”
年
十

卒
。
群
蛎
針
牝
鰄
琿
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、
従
四
位
上
行
右
兵
衛
督
藤
原
朝
臣
敏
行
雛
蝋
拙
明
瞭
順
繩
順
紐
名
虎
女
。

心
か
ら
は
な
の
し
つ
く
に
そ
ほ
ち
つ
皇
う
ぐ
ひ
す
と
の
み
と
り
の
な
ぐ
ら
ん

住
よ
し
の
ぎ
し
に
よ
る
浪
よ
る
ざ
へ
や
夢
の
通
路
人
め
よ
く
ら
ん

久
か
た
の
雲
の
上
に
て
ぶ
る
菊
は
あ
ま
つ
ほ
し
と
そ
あ
や
ま
た
れ
け
る年

貞
観
八
年
正
月
任
二
少
内
記
毛
十
二
年
二
月
任
二
大
内
記
や
十
三
正
月
補
二
蔵
人
屯
十
五
年
正
月
七
日
叙
二
従
五
位
下
↓
同
月
任
二

出
羽
介
↓
八
月
任
二
中
務
少
輔
や
十
六
年
正
月
任
二
大
宰
少
試
↓
十
七
年
正
月
圖
書
頭
。
元
慶
二
年
正
月
任
二
因
幡
守
二
一
年
八

月
任
二
右
兵
衛
権
佐
ヱ
ハ
年
正
月
七
日
叙
二
従
五
位
上
↓
仁
和
歸
二
環
靜
近
衛
少
這
四
年
正
月
兼
二
備
前
権
介
↓
士
月

補
二
蔵
人
↓
寛
平
四
年
正
月
七
日
叙
二
正
五
位
下
↓
五
年
六
月
兼
二
同
介
雫
六
年
二
月
任
二
権
中
将
↓
四
月
兼
二
春
宮
大
進
↓
七
年

二
一
月
轄
兼
二
権
亮
耐
州
。
十
月
補
二
蔵
人
頭
や
十
一
月
韓
レ
亮
。
八
年
正
月
叙
二
従
四
位
下
毛
四
月
依
レ
病
辞
二
蔵
人
頭
雫
九
年

正
月
兼
二
近
濯
宝
七
月
士
言
叙
二
従
四
位
上
至
落
九
月
任
二
右
兵
衛
萱
延
木
菫
卒
。
蕊
転
毒

従
五
位
上
従
四
位
上
従
四
位
上
五
位
蔵
人
正
四
位
下

大
織
冠
一
男
南
家
参
木
従
三
位
阿
波
守
蔵
肥
後
守
按
察
使
頭
従
四
位
上
参
木

武
智
麿
ｌ
巨
勢
麿
ｌ
真
作
ｌ
村
田
Ｉ
冨
士
麿
ｌ
敏
行
ｌ
伊
衡

左
大
臣
正
二
位
シ
ク
リ
能
書
左
衛
門
督

、
散
位
従
五
位
下
源
朝
臣
重
之
赫
駄
號
惚
維
怖
岬
預
嗜
従
五
位
下

宮

第
四
品
四
位
参
木
治
部
卿
四
位
皇
太
后
大
夫

清
和
天
皇
ｌ
貞
元
親
王
ｌ
兼
忠
ｌ
能
正
」
蝿

母
参
木
仲
稼
女
母
昭
宣
公
女

五
位
相
模
守
或
云

Ｉ
兼
信
１
重
之
兼
忠
男
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一
注
８
－

、
正
四
位
下
行
右
京
大
夫
源
朝
臣
宗
子
式
荊
卿
鉢
賑
瀬
野
孫
欺
。

常
磐
な
る
松
の
み
と
り
も
春
く
れ
は
い
ま
ひ
と
し
ほ
の
い
ろ
ま
さ
り
け
り

、

山
さ
と
は
冬
そ
ざ
ひ
し
ざ
ま
さ
り
け
る
人
め
も
草
も
か
れ
ぬ
と
お
も
へ
は

寛
平
六
年
正
月
七
日
叙
二
従
四
位
下
幻
王
氏
。
改
レ
姓
為
し
臣
。
八
年
正
月
任
二
丹
波
権
守
↓
九
年
十
一
月
廿
三
日
叙
二
従
四
位
上
屯

駐
唾
延
木
四
年
』
”
二
月
任
二
攝
津
権
守
や
五
年
正
月
任
二
兵
部
大
輔
や
八
年
正
月
任
二
右
馬
頭
毛
十
年
兼
二
参
河
権
守
↓
十
五

年
六
月
任
二
相
模
守
や
延
長
三
年
十
月
任
二
信
濃
権
守
や
承
平
二
年
八
月
任
二
伊
勢
権
守
二
二
年
十
月
任
二
右
京
大
夫
毛
天
慶
二

年
正
月
七
日
叙
二
正
四
位
下
や
同
年
と
月
卒
。

、
サ
ネ

散
位
従
四
位
下
源
朝
臣
信
明
前
右
大
弁
公
忠
朝
臣
一
男
。

、
あ
た
ら
よ
の
月
と
花
と
を
お
な
し
く
は
あ
ば
れ
し
れ
ら
ん
人
に
承
せ
は
や

恋
し
さ
は
お
な
し
こ
ゞ
ろ
に
あ
ら
す
と
も
こ
よ
ひ
の
月
を
君
み
ざ
ら
め
や

承
平
七
年
正
月
十
六
日
補
二
蔵
人
↓
敢
舩
鮒
胤
姫
榊
之
。
八
年
二
一
月
任
二
左
衛
門
権
少
尉
や
同
四
月
一
日
如
レ
菖
為
二
蔵
人
↓
天
慶

二
年
二
月
任
二
式
部
少
丞
毛
四
年
一
二
月
任
二
大
丞
↓
五
年
三
月
廿
九
日
叙
二
従
五
位
下
《
舗
吠
任
二
若
狭
守
や
十
年
二
月
任
二
備

、
か
せ
を
い
た
み
岩
う
つ
浪
の
を
の
れ
の
み
く
た
け
て
物
を
お
も
ふ
こ
ろ
哉

康
保
四
年
十
月
任
二
左
近
衛
権
将
監
↓
肺
鋤
滞
同
月
任
二
右
近
将
監
や
慨
縦
柾
州
姫
也
。
安
和
一
兀
年
十
一
月
廿
七
日
叙
二
従
五
位

下
や
謝
池
鯛
二
年
正
月
任
二
相
模
権
介
↓
天
延
二
一
年
正
月
任
二
左
馬
助
や
貞
一
兀
々
年
七
月
任
二
相
模
権
守
↓
長
保
年
月
於
二
陸
奥

国
一
卒
。
誠
捌
腕
瀞
緩
防
帥
珊
蝋
。
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、
従
五
位
上
行
紀
伊
守
藤
原
朝
臣
清
正
中
納
言
兼
輔
戊
辰
生
。

二
男
。

、
子
日
し
て
し
め
つ
る
の
へ
の
ひ
め
小
ま
つ
ひ
か
て
や
千
世
の
か
け
を
ま
た
ま
し

あ
ま
つ
か
せ
ふ
け
井
の
浦
に
ゐ
る
た
つ
の
な
と
か
雲
井
に
か
へ
ら
さ
る
へ
き

延
長
八
年
十
一
月
廿
二
日
叙
二
従
五
位
下
毛
鵬
鰄
鴨
承
平
四
年
閨
正
月
任
二
紀
伊
権
介
↓
天
慶
五
年
任
二
備
後
権
守
↓
九
年
四

月
昇
殿
・
本
官
。
七
月
任
二
右
兵
衛
権
佐
↓
天
暦
元
年
十
二
月
補
二
蔵
人
三
一
年
正
月
七
日
叙
二
従
五
位
上
三
一
月
兼
一
託
院
長
官
手

五
月
兼
二
修
理
』
”
権
曇
停
長
官
。
四
年
二
月
任
二
近
江
介
↓
三
月
昇
殿
。
八
年
三
月
延
．
任
一
年
毛
同
九
年
十
月
任
二
右
近
衛

少
将
↓
十
年
正
月
任
二
紀
伊
守
雫
十
月
八
日
昇
殿
。
天
徳
二
年
七
月
卒
。

わ
か
や
と
の
か
ぎ
ね
や
春
を
へ
た
つ
ら
ん
夏
き
に
け
り
と
見
ゆ
る
卯
の
は
な

、
る

水
の
面
に
て
る
月
な
み
を
か
そ
ふ
れ
は
こ
よ
ひ
そ
秋
の
最
中
成
け
りミ

（
朱
）

、

（
朱
）
允

従
五
位
上
行
能
登
守
源
朝
臣
順
雄
熊
畑
擢
に
鴫
伽
上
至
朝
臣
孫
。

嵯
峨
歎
右
大
将

弘
仁
天
皇
Ｉ
定
ｌ
至
ｌ
ま
ｌ
順

大
納
言

後
守
や
天
暦
二
年
正
月
十
日
」
”
叙
二
従
五
位
上
↓
治
国
。
七
年
正
月
任
二
信
濃
守
↓
天
徳
二
年
正
月
任
二
越
後
守
や
不
赴
。
四

年
正
月
七
日
叙
二
正
五
位
下
↓
治
国
。
應
和
元
年
十
月
任
二
陸
奥
守
↓
安
和
元
年
十
二
月
五
日
叙
二
従
四
位
下
↓
治
国
。
天
禄
元

年
月
日
卒
。
雌
林
叶
篶

正
三
位

右
大
将
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、
藤
原
興
風
参
議
濱
成
曽
孫
。
道
成
孫
。

、
誰
を
か
も
し
る
人
に
せ
ん
高
砂
の
ま
つ
も
む
か
し
の
友
な
ら
な
く
に

を

ぎ
ゑ
こ
ふ
る
な
み
た
の
と
こ
に
み
ち
ぬ
れ
は
身
は
つ
く
し
と
そ
わ
れ
は
成
け
る

ミ
（
朱
）

昌
泰
三
年
正
月
十
一
日
任
二
相
模
擬
毛
延
木
二
年
二
月
廿
三
日
任
二
治
部
少
丞
圭

瀕
惜
十
四
年
四
月
十
一
百
任
二
下
総
権
大
撮
濤
和
院
籍
。

秋
野
の
萩
の
に
し
き
を
我
か
や
と
に
鹿
の
音
な
か
ら
移
し
て
し
か
な

、
契
ぎ
な
形
見
に
袖
を
し
ぼ
り
つ
掻
末
の
ま
つ
山
波
こ
さ
し
と
は
』
”

天
暦
五
年
正
月
任
二
河
内
権
録
毛
校
書
殿
労
。
應
和
元
年
三
月
任
二
少
監
物
や
蔵
人
所
労
。
二
年
正
月
任
二
中
監
物
↓
康
保
三
年

正
月
任
二
大
蔵
少
丞
↓
四
年
十
月
任
二
民
部
少
丞
や
柳
諦
噛
卿
士
一
月
韓
二
大
丞
毛
安
和
二
年
九
月
廿
一
日
叙
二
従
五
位
下
↓
省

労
。
十
月
任
二
阿
波
権
守
屯
天
延
二
年
正
月
任
二
周
防
守
毛
八
月
兼
二
鐺
銭
長
官
壬
天
元
と
年
三
月
十
九
日
叙
二
従
五
位
上
圭

鵬
猟
師
寺
寛
和
二
年
正
月
任
二
肥
後
守
↓
永
昨
二
年
六
月
卒
。
年
八
十
三
。

、
肥
後
守
従
五
位
上
清
原
真
人
一
兀
輔
椚
脈
揃
識
艤
戎
柵
”
鮒
施
政
脚
蛎

筑
前
守
高
向
利
生
女
。

天
暦
七
年
十
月
補
二
文
章
生
↓
十
年
正
月
任
二
勘
解
由
判
官
毛
應
和
二
年
正
月
任
二
民
部
少
丞
一
次
補
二
東
宮
蔵
人
三
二
年
正
月

任
二
大
丞
屯
康
保
元
年
二
月
七
日
叙
二
従
五
位
下
↓
省
労
。
同
月
任
二
下
総
権
守
↓
四
年
正
月
任
二
和
泉
守
↓
天
延
二
年
十
一
月
廿

五
日
叙
二
従
五
」
”
位
上
毛
治
国
。
天
元
二
年
正
月
任
二
能
登
守
毛
永
観
元
年
こ
月
卒
。
年
七
十
三
。

四
年
正
月
廿
五
日
任
二
上
野
権
大
撮
碓
趾
棚
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（
マ
マ
）

七
夕
に
か
し
つ
と
お
も
ひ
し
あ
ふ
事
を
よ
そ
の
な
ぎ
名
の
立
に
け
る
か
な
』
”

い
は
橋
の
よ
る
の
ち
ぎ
り
も
た
え
ぬ
へ
し
あ
く
る
わ
ひ
し
ぎ
か
つ
ら
ぎ
の
神

国
鍬

三
条
院
儲
園
時
女
蔵
人
也
。

、
散
位
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
仲
文
雌
飾
並
趾
垳
信
乃
守

お
も
ひ
し
る
人
に
み
せ
は
や
終
夜
我
床
な
つ
に
を
ぎ
ゐ
た
る
つ
ゆ

、
有
明
の
月
の
ひ
か
り
を
ま
つ
ほ
と
に
わ
か
よ
の
ゐ
た
く
更
に
け
る
か
な

天
暦
兀
年
補
二
東
宮
蔵
人
雫
天
徳
二
年
壬
七
月
任
二
内
匠
頭
↓
御
給
。
康
保
四
年
五
月
廿
五
日
補
二
蔵
人
や
暇
弥
十
月
十
一
日

、

甲
斐
守

従
五
位
下
行
丹
波
介
藤
原
朝
臣
元
真
従
五
位
下
清
邦
二
男
。

、
年
こ
と
の
春
わ
か
れ
を
あ
は
れ
と
も
ひ
と
に
わ
か
る
掻
人
そ
し
り
け
る

承
平
五
年
一
百
任
二
加
賀
縁
議
院
天
慶
一
年
十
二
月
任
二
玄
蕃
少
允
毛
八
年
十
月
鱒
二
大
允
韮
天
暦
六
年
任
二
修
理
少
進
↓
天

徳
五
年
正
月
七
日
叙
二
従
五
位
下
や
諸
司
。
康
保
三
年
正
月
廿
七
日
任
二
丹
波
介
幻

、
従
五
位
下
行
加
賀
介
坂
上
宿
祢
是
則
先
祖
不
見

美
よ
し
の
畠
山
の
し
ら
雪
つ
も
る
ら
し
故
郷
ざ
む
く
な
り
ま
さ
る
な
り

延
喜
八
年
正
月
任
二
大
和
権
少
録
↓
御
書
所
労
。
同
八
月
廿
八
日
縛
二
大
嫁
↓
復
任
。
士
一
年
三
月
任
二
少
監
物
↓
十
五
年
二
月

縛
二
中
監
物
ご
岬
十
七
年
正
月
任
二
少
内
記
毛
延
長
二
年
正
月
七
日
叙
二
従
五
位
下
心
局
労
。
同
月
任
二
加
賀
介
↓
卒
年
不
祥
。

、
小
大
君
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、
祭
主
正
四
位
下
行
神
祇
大
副
大
中
臣
朝
臣
能
宣
榊
馴
鍬
矧
頼
基

千
年
ま
て
か
き
れ
る
松
も
け
ふ
よ
り
は
君
に
ひ
か
れ
て
萬
代
や
へ
ん

、
紅
葉
せ
ぬ
と
き
ば
の
山
に
す
む
鹿
は
を
の
れ
な
き
て
や
秋
を
し
る
ら
む

天
暦
五
年
正
月
任
二
讃
岐
権
擬
蔵
人
所
労
。
天
徳
二
年
閨
七
月
神
祇
少
祐
。
四
年
正
月
韓
二
大
祐
毛
應
和
二
年
九
月
縛
二
権
少

（
マ
マ
）

大

副
↓
安
和
元
年
十
二
月
縛
二
少
副
壬
天
禄
元
十
月
廿
日
叙
二
従
五
位
下
二
一
年
閨
二
月
任
二
少
副
↓
同
年
十
一
月
補
二
祭
主
毛
天

亀
（
朱
）

延
二
年
十
一
月
廿
五
日
叙
二
従
五
位
上
毛
糊
姐
餅
唾
貞
一
兀
二
年
八
月
二
日
叙
二
正
五
位
下
幻
能
鵬
祈
賞
。
永
観
二
年
十
月
十

一
日
叙
二
従
四
位
下
毛
鮒
柵
蝕
。
寛
和
一
兀
年
十
月
廿
日
叙
二
従
四
位
上
至
猷
鵜
主
賞
。
一
一
年
十
一
月
十
八
日
叙
二
正
四
位
下
や
大
嘗

會
。
正
暦
三
年
八
月
九
日
卒
畦
針
祁
生
。
』
恥

、
摂
津
権
大
目
壬
生
直
忠
見
駄
輔
墹
柵
碓
脇
蕊
鯛
字
峅
烙
多
と
本
見
字
作

子
日
す
る
野
邊
に
小
松
の
な
か
り
せ
は
ち
よ
の
た
め
し
に
何
を
ひ
か
ま
し

か

や
か
す
と
も
草
は
も
え
な
ん
春
日
野
は
た
些
春
の
日
に
ま
せ
た
ら
な
ん

、
小
夜
ふ
け
て
ね
ざ
め
さ
り
せ
は
郭
公
人
っ
て
に
こ
そ
き
ぐ
へ
か
り
け
れ

天
暦
八
年
五
月
御
記
云
。
御
厨
所
定
外
膳
部
以
一
謹
吋
見
一
鮴
軸
。
為
二
定
額
膳
蟄
天
徳
二
年
正
月
冊
日
任
二
摂
津
権
大
且

（
マ
マ
）

叙
二
従
五
位
下
↓
蔵
人
労
。
同
月
任
二
加
賀
権
守
壬
五
年
正
月
任
二
伊
賀
守
毛
天
禄
四
年
二
月
七
日
叙
二
従
五
位
上
毛
治
国
。
貞
元
二

年
正
月
任
二
上
野
介
や
八
月
二
日
叙
二
正
五
位
下
毛
雌
恥
正
暦
二
一
年
一
一
月
卒
。
七
贈
身
元
年
癸
未
生
。
」
秘
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敦
イ

小
務
宇
多
院
矛
四
二
品
中
務
卿
教
慶
親
王
女
云
々
・
母
伊
勢
．

母
高
藤
大
臣
女

私
云
此
奇
拾
遺
朝
忠
奇
也
如
何

う
ぐ
ひ
す
の
声
な
か
り
せ
は
雪
き
え
ぬ
山
里
い
か
て
春
を
し
ら
ま
し

秋
か
せ
の
吹
に
つ
け
て
も
と
は
ぬ
か
な
お
き
の
葉
な
ら
は
音
は
し
て
ま
し

朱
雀
院
以
後
円
融
院
御
宇
間
人
也
。
卒
年
不
詳
。
天
元
年
中
源
順
贈
答
和
歌
見
二
家
集
↓

、
前
駿
河
守
従
五
位
上
平
朝
臣
兼
盛
樅
孤
加
趾
垳
砿
馴
献
珊
憶

一
品
式
部
卿
五
位
文
兵
部
大
甫

光
孝
天
皇
ｌ
是
忠
Ｉ
興
我
王
ｌ
篤
行
王
ｌ
兼
盛

太
山
い
て
＆
よ
は
に
や
た
つ
る
郭
公
あ
か
つ
き
か
け
て
こ
ゑ
の
ぎ
こ
ゆ
る

か
そ
ふ
れ
は
わ
か
身
に
つ
も
る
年
月
を
を
く
り
む
か
ふ
と
何
い
そ
ぐ
ら
ん

（
マ
マ
）

天
慶
九
年
五
月
五
日
叙
二
従
五
位
下
↓
王
俄
和
。
天
暦
四
年
二
月
」
瞳
任
二
越
前
権
守
↓
年
改
レ
姓
為
し
臣
。
天
徳
五
年
五
月
任
二

２

（
マ
マ
）

山
城
介
↓
應
和
三
年
四
月
任
二
大
監
物
↓
康
保
三
年
正
月
七
日
叙
二
五
位
上
茨
ォ
。
天
元
二
年
八
月
任
二
駿
河
守
↓
正
暦
元
年

齋
院
次
官

承
保
二
年
依
二
左
府
仰
一
盛
方
注
二
ｌ
出
之
。
其
時
件
盛
方

六
位
也

日
野
左
衛
門
権
佐

以
二
行
盛
朝
臣
自
筆
本
一
贈
左
大
臣
時
信
被
し
注
し
之
。

》
一

山
城
介
↓
唾

十
二
月
卒
。

（
四
行
分
空
白
）

ｰ

21ウ
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注注注注
8765

注 注注 注
4321

◇
、
、

力

「
井
」
の
よ
う
に
読
承
得
る
が
、
な
お
判
読
不
能
。

二
字
。
「
後
注
」
と
読
承
得
る
が
、
意
味
不
明
。

注
５
に
同
じ
。

「
文
」
あ
る
い
は
「
父
」
を
読
め
る
が
、
「
文
」
と
読
ん
だ
た
め
に
疑
問
を
傍
書
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

一
字
あ
る
い
は
二
字
か
。
二
字
と
す
れ
ば
「
以
上
」
の
よ
う
に
読
承
得
る
が
、
な
お
判
読
不
能
。

「
流
」
の
よ
う
に
読
承
得
る
が
、
虫
損
の
た
め
判
読
不
能
。

「
永
」
を
書
き
損
じ
た
た
め
に
、
見
セ
消
チ
に
し
て
改
め
て
傍
書
し
た
も
の
・

一
字
あ
る
い
は
二
字
か
。
「
鴻
艫
舘
」
の
「
艫
」
の
字
形
が
や
や
崩
れ
て
い
る
の
で
、
訂
正
の
意
味
を
含
め
て
疑
問
を
傍
書
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る

叉
以
二
贈
左
府
自
筆
一
信
国
書
．
写
之
↓

嘉
応
二
年
六
月
廿
八
日
以
二
前
兵
部
少
輔
信
国
本
一
書
写
旱
。

吏
部
員
外
郎
藤
敦
綱

文
和
二
五
と
比
害
し
之
。

暦
応
四
年
九
月
六
日
。

判
読
不
能
。

（
三
行
分
空
白
）

泰
直
筆
也

L－－
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翻
刻
し
た
松
野
陽
一
氏
御
所
蔵
の
『
三
十
六
人
歌
仙
伝
』
は
、
二
七
・
七
×
一
九
・
七
毛
ン
垂
の
袋
綴
一
冊
本
で
、
用
紙
は
楮
紙
。

表
紙
は
薄
茶
の
地
に
茶
で
芦
、
群
雁
模
様
を
描
く
。
題
祭
は
な
く
、
左
上
に
直
接
「
歌
仙
傳
全
」
と
外
題
を
書
く
。
丁
数
一
三
丁
、
墨

付
一
三
丁
で
遊
紙
は
な
い
。
一
丁
裏
に
「
奇
仙
傳
」
の
内
題
、
一
三
丁
表
に
奥
書
を
持
ち
、
一
三
丁
裏
は
白
紙
と
な
る
。
書
写
年
代
は
江

戸
後
期
と
推
定
さ
れ
る
が
、
虫
損
が
甚
だ
し
く
判
読
不
可
能
な
部
分
も
あ
る
。

こ
の
松
野
本
は
、
流
布
本
の
群
書
類
従
第
六
十
五
所
収
本
文
と
対
校
す
る
と
、
種
々
の
点
で
大
き
く
異
な
り
、
流
布
本
に
対
し
て
明
ら

か
に
異
本
と
な
る
本
文
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
松
野
本
本
文
の
特
徴
を
、
流
布
本
と
の
比
較
を
中
心
に
し
て
概
観
し
た

閲
類
従
本
系
統

（
注
１
）

Ⅲ
群
書
類
従
所
収
本
②
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
（
九
三
・
四
四
二
・
一
’
三
「
冊
六
人
集
」
付
載
本

佃
非
類
従
本
系
統

（
注
２
）

側
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
（
別
置
・
伊
五
・
四
一
五
）
本

（
注
４
）
（
注
５
）

（
丑
．
拾
八
）
本
側
松
野
陽
一
氏
蔵
一
本

松
野
本
と
流
布
本
と
を
比
較
す
る
に
際
し
て
は
、
先
ず
管
見
し
得
た
流
布
本
系
伝
本
内
の
異
同
を
検
し
て
、
流
布
本
系
本
文
の
実
態
を

把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
管
見
の
伝
本
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
が
、
類
従
本
を
中
心
に
す
れ
ば
、
次
に
掲
げ
る
二
本
統
に
細
分
さ

れ
る
。

い
、
と
田
噌
ハ
ノ
◎

一

（
解
説
）

（
注
３
）

⑭
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
（
Ｗ
九
二
・
二
三
・
塾
本
矧
彰
考
館
蔵
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異本三十六人歌仙伝（新藤）

③
旧
の
「
本
云
寿
永
二
年
三
月
十
四
日
記
之
」
（
奥
書
）
の
年
号
「
寿
永
」
を
、
間
は
「
永
寿
」
と
す
る
こ
と
。

①
、
②
に
つ
い
て
は
本
来
八
Ｖ
内
の
語
句
が
備
わ
っ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
各
々
側
、
凶
の
誤
脱
と
思
わ
れ
、
③
に
つ
い
て

は
「
永
寿
」
の
年
号
は
存
在
し
な
い
の
で
、
側
の
誤
謬
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
外
、
側
、
佃
間
で
文
字
一
、
二
字
程
度
の
異
文
に
な
る
箇

所
も
数
多
く
あ
る
が
、
逐
一
掲
出
す
る
こ
と
は
省
略
す
る
。

以
上
の
如
く
、
流
布
本
系
諸
本
内
で
の
対
立
箇
所
は
、
相
互
に
補
い
合
う
こ
と
で
誤
謬
、
欠
陥
を
訂
し
得
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
点
を
加

味
し
た
上
で
、
最
も
流
布
し
て
い
る
類
従
本
を
以
て
松
野
本
と
比
較
す
る
こ
と
に
す
る
。

②
側
の

》
）
，
ン
」
。

以
上
の
間
類
従
本
系
統
、
佃
非
類
従
本
系
統
を
区
分
す
る
基
準
と
な
る
の
は
、
次
の
三
つ
の
顕
著
な
異
同
箇
所
で
あ
る
。

①
伽
の
「
（
元
慶
）
四
年
正
月
兼
八
備
前
権
介
十
一
月
補
蔵
人
寛
平
四
年
正
月
七
日
叙
正
五
位
下
五
年
六
月
兼
同
介
Ｖ
六
年
二
月
任
権
中

将
」
（
敏
行
）
の
記
載
の
八
Ｖ
内
の
語
句
を
⑧
は
欠
く
こ
と
。

②
側
の
「
価
亜
相
撰
出
貫
之
秀
歌
十
首
八
中
書
王
撰
出
人
丸
秀
歌
十
首
Ｖ
合
之
」
（
奥
書
）
の
記
載
の
八
Ｖ
内
の
語
句
を
側
は
欠
く

流
布
本
に
対
す
る
松
野
本
の
特
徴
の
第
一
点
と
し
て
先
ず
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
流
布
本
よ
り
も
概
し
て
記
事
量
が
多
く
、
詳
細
で
文
意

の
通
り
や
す
い
本
文
で
あ
り
、
か
つ
、
各
歌
人
の
伝
記
の
前
に
必
ず
一
首
以
上
の
歌
を
併
記
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
で
特
に
顕
著
な

の
は
「
人
麿
」
の
記
事
で
あ
っ
て
、
類
従
本
の
全
文
が
、

古
万
葉
集
云
。
大
宝
元
年
幸
二
紀
伊
国
一
時
作
し
謡
。
従
二
車
駕
一
云
々
。
今
案
。
件
行
幸
日
従
レ
駕
者
定
二
叙
爵
一
歎
。
如
二
古
今
倭
謡
集
序
一

（
マ
マ
）

者
。
注
二
先
師
柿
下
夫
夫
。
可
レ
謂
二
五
位
一
歎
。
古
今
金
玉
集
序
云
。
及
二
奈
良
御
宇
毛
和
歌
大
興
。
彼
天
皇
知
．
食
和
歌
趣
一
歎
。
同
御

三
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時
有
二
正
三
位
柿
下
人
丸
者
↓
和
歌
儒
也
。
依
二
件
文
一
廻
二
私
案
↓
頗
可
レ
謂
二
相
違
や
以
二
大
同
之
年
一
号
二
奈
良
之
帝
↓
然
而
万
葉
集
尋
二
人

丸
在
世
之
時
屯
天
智
天
皇
御
宇
以
後
。
文
武
天
皇
御
在
位
之
間
人
也
。
何
以
称
二
奈
良
之
御
時
人
丸
一
哉
。
正
三
位
之
條
以
不
審
。

と
比
較
的
簡
潔
な
記
載
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
松
野
本
は
、
こ
の
あ
と
更
に
長
い
記
事
が
続
き
、
お
よ
そ
類
従
本
の
五
倍
強
の
記
事
量
を

有
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
右
に
掲
げ
た
類
従
本
の
全
文
の
部
分
に
お
い
て
も
、
冒
頭
の
「
古
万
葉
集
云
…
…
従
車
駕
云
々
」
の
次
に
、

松
野
本
は
「
国
史
云
…
…
賜
衣
衾
」
と
し
て
『
続
日
本
紀
』
か
ら
の
引
用
を
載
せ
る
と
い
っ
た
如
く
、
委
曲
を
尽
く
し
た
記
載
に
な
っ
て

○
○

○

Ｏ

い
る
。
ま
た
、
類
従
本
の
「
以
大
同
之
年
…
…
尋
人
丸
在
世
之
時
」
の
部
分
が
松
野
本
で
は
「
間
巷
以
二
大
同
之
主
一
号
二
奈
良
帝
一
然
而
就
二

万
葉
集
一
尋
二
人
丸
在
世
之
時
一
」
と
あ
り
、
文
意
の
通
り
や
す
い
文
言
と
な
っ
て
い
る
点
を
も
指
摘
し
得
る
。

松
野
本
が
類
従
本
に
な
い
記
事
を
有
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
他
に
「
躬
恒
」
、
「
伊
勢
」
、
「
家
持
」
、
「
友
則
」
、
「
高
光
」
、
「
頼
基
」

ら
の
伝
記
に
も
指
摘
し
得
る
し
、
ま
た
、
「
赤
人
」
の
伝
記
の
よ
う
に
、
記
事
内
容
は
同
じ
で
も
よ
り
詳
細
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
の
は
、
現
存
流
布
本
系
本
文
は
、
松
野
本
系
本
文
の
記
事
を
要
約
、
簡
略
化
し
た
所
謂
「
略
本
」
で
あ

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
推
測
を
裏
付
け
る
根
拠
と
し
て
、
両
本
の
「
小
町
」
の
記
載
の
違
い
に
注
目
し
た
い
。
類
従
本
で
は
、

承
和
比
人
歎
。
在
中
将
伊
勢
物
語
云
。
文
屋
康
秀
贈
答
。
又
遍
照
僧
正
集
云
。
出
家
之
後
参
二
長
谷
寺
屯
而
小
野
小
町
有
二
贈
答
和
歌
毛

と
極
め
て
簡
潔
な
記
載
と
な
っ
て
い
る
部
分
が
、
松
野
本
で
は
、
「
翻
刻
」
に
示
し
た
如
く
、
康
秀
に
対
す
る
答
歌
、
な
ら
び
に
遍
昭
と
の

贈
答
歌
を
も
そ
の
ま
ま
載
せ
て
い
る
。
松
野
本
は
、
歌
を
付
載
す
る
こ
と
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
漢
文
体
の
文
章
に
所
々
和
文
脈
の
詞

章
が
混
入
し
、
全
体
と
し
て
文
体
の
統
一
性
に
欠
け
る
が
、
類
従
本
は
、
松
野
本
の
和
文
脈
の
部
分
を
除
去
し
、
「
小
町
」
の
伝
記
全
て
を

漢
文
体
で
記
す
べ
く
、
末
尾
も
そ
れ
に
承
応
す
る
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
事
実
を
勘
案
す
る
と
、
流
布
本
系
本
文
は
、
松
野
本
系
本
文
か
ら
和
文
脈
の
記
載
を
除
き
、
全
体
を
漢
文
体
に
統
一
す
べ
く
記
事

の
簡
略
化
、
要
約
化
を
企
図
し
て
改
編
さ
れ
た
「
略
本
」
形
態
を
示
す
も
の
、
言
い
換
え
る
と
、
松
野
本
系
本
文
こ
そ
が
原
型
、
も
し
く
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異本三十六人歌仙伝

天
慶
二
年
十
月
七
日
任
二
祭
王
や
同
四
年
正
月
叙
二
従
五
位
下
や
祭
主
労
。

と
あ
っ
て
、
類
従
本
は
松
野
本
の
傍
線
部
分
、
即
ち
「
二
年
十
月
七
日
任
祭
主
同
」
と
割
注
「
祭
主
労
」
の
「
労
」
字
と
を
脱
し
て
い
る

た
め
に
、
祭
主
に
任
じ
た
年
時
が
不
明
と
な
り
、
末
尾
の
一
文
を
付
載
す
る
意
味
が
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

柵
松
野
本
は
、
更
に
こ
の
あ
と
「
年
暦
名
帳
」
を
検
し
て
、
天
暦
二
年
時
に
従
五
位
上
「
大
中
臣
完
行
」
な
る
人
物
の
存
在
し
た
こ
と
を
も

伝
記
し
て
、
「
御
舩
宿
禰
傳
説
勘
文
」
の
説
の
正
し
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

仙歌
先
述
の
「
人
麿
」
、
「
小
町
」
に
こ
の
「
頼
基
」
に
関
す
る
両
本
の
相
違
点
を
も
加
味
す
る
と
、
や
は
り
、
松
野
本
系
ｌ
↓
流
布
本
系
の

人今
、づ

本
文
派
生
経
路
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

神
官
人
一
以
二
六
位
官
人
一
補
二
祭
主
毛

と
あ
り
、
傍
線
を
施
し
た
末
尾
の
一
文
が
何
を
説
明
す
る
た
め
に
付
さ
れ
た
も
の
か
、
や
や
わ
か
り
に
く
い
の
で
あ
る
が
、
松
野
本
本
文

に
よ
れ
ば
そ
の
点
の
理
解
が
つ
く
の
で
あ
る
。
全
文
の
掲
出
は
省
略
し
て
必
要
な
部
分
だ
け
を
抜
き
出
す
と
、

の
、
し

あ
る
。

は
そ
れ
に
近
い
形
態
の
も
の
、
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
逆
に
、
流
布
本
の
形
態
が
原
型
で
、
松
野
本
は
そ
れ
に
記
事
を
増
補
し
た
も

の
、
と
の
想
定
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
次
に
述
べ
る
両
本
の
「
頼
基
」
の
記
載
の
違
い
は
、
そ
の
蓋
然
性
が
薄
い
こ
と
を
証
す
る
も
の
で

延
喜
元
年
六
月
任
二
神
祇
少
祐
毛
五
年
正
月
任
二
権
大
祐
毛
承
平
三
年
正
月
任
二
権
少
副
↓
天
慶
四
年
正
月
七
［

天
暦
五
年
正
月
七
日
叙
二
従
四
位
下
や
天
徳
二
年
卒
。
天
暦
十
年
五
月
十
一
日
大
外
記
御
船
宿
祢
伝
説
勘
文
云
。

類
従
本
の
「
頼
基
」
の
記
載
は
、

天
慶
四
年
正
月
七
日
叙
二
従
五
位
下
↓
祭
主
。

雌
し
有
二
氏
五
位
一
非
二
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本
文
に
多
少
の
不
備
も
あ
ろ
う
が
、
『
尊
卑
分
脈
』
等
を
参
照
し
て
こ
の
奥
書
の
記
す
と
こ
ろ
を
辿
れ
ば
、
概
ね
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
即

ち
、
承
保
二
年
二
○
七
茎
に
左
大
臣
師
実
の
仰
せ
で
「
盛
方
」
な
る
人
物
が
三
十
六
歌
仙
の
伝
記
を
注
出
し
、
そ
れ
を
基
に
藤
原
行
盛

一
方
、
松
野
本
に
は
こ

正
し
た
本
文
で
記
す
）
。

尾
に
次
の
奥
書
を
持
つ
。

承
保
二
年
依
二
左
府
仰
一
盛
方
注
．
出
之
や

以
二
行
盛
朝
臣
自
筆
本
一
贈
左
大
臣
時
信
被
レ
害
し
之
。

又
以
二
贈
左
府
自
筆
一
信
国
書
．
写
之
↓

嘉
応
二
年
六
月
廿
八
日
以
二
前
兵
部
少
輔
信
国
本
一
書
写
旱
。

吏
部
員
外
郎
藤
敦
綱

文
和
二
五
こ
比
害
し
之
。

匡
房
卿
記
日
。
三
十
六
人
歌
合
事
起
者
。
公
任
大
納
言
語
二
後
中
書
王
一
云
。
古
今
歌
仙
之
中
。
貫
之
為
二
第
二
・
中
書
王
云
。
不
し
如
二
人

麿
一
云
云
。
価
亜
相
撰
．
出
貫
之
秀
歌
十
首
↓
中
書
王
撰
．
出
人
丸
秀
歌
十
首
一
合
し
之
。
七
首
人
丸
勝
。
三
首
者
貫
之
勝
云
云
。

本
云
寿
永
二
年
三
月
十
四
日
記
し
之
。

暦
応
四
年
九
月
六
日

流
布
本
に
対
す
る
松
野
本
の
特
徴
の
第
二
点
は
、
流
布
本
と
は
全
く
別
の
奥
書
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
、
流
布
本
は
末

一
一
一

松
野
本
に
は
こ
の
奥
書
は
な
く
、
「
翻
刻
」
に
も
示
し
た
如
く
注
目
す
べ
き
別
の
奥
書
が
あ
る
（
傍
注
を
省
略
し
、
見
セ
消
チ
は
訂

泰
直
筆
也
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従
来
『
三
十
六
人
歌
仙
伝
』
に
つ
い
て
は
、
流
布
本
の
奥
書
に
よ
る
転
写
年
時
の
「
寿
永
二
年
」
（
二
八
三
）
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
の
が
、
こ
の
奥
書
を
信
ず
る
限
り
、
成
立
年
時
と
作
者
ま
で
も
明
確
に
な
り
、
し
か
も
、
院
政
期
直
前
か
ら
南
北
朝
期
に
至
る
書
承
、

伝
流
経
路
を
も
知
り
得
る
の
で
、
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
奥
書
に
信
腫
性
を
認
め
る
に
は
、
最
初
の
一
文
に
記
す
「
盛
方
」
な

る
人
物
が
承
保
二
年
時
に
存
在
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
『
尊
卑
分
脈
』
に
は
同
姓
同
名
の
「
藤
原
盛
方
」
を
三
人
見
出
す
。

①
定
方
流
、
為
宣
男
の
資
隆
改
盛
方
（
ｅ
六
三
頁
）

②
顕
隆
流
、
顕
時
男
の
千
載
歌
人
盛
方
（
ｅ
二
四
頁
）

柵
③
兼
輔
流
、
盛
信
男
の
盛
方
（
ｅ
三
一
頁
）

伝
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
①
Ｉ
③
の
「
盛
方
」
は
い
ず
れ
も
該
当
す
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
①
は
傍
注
に
「
母
常
陸
介
菅
是
綱
女
」
と
あ
る

仙歌
の
で
菅
原
是
網
（
一
○
三
○
’
二
○
七
）
の
外
孫
に
あ
た
る
が
、
是
綱
の
生
年
か
ら
妥
当
せ
ず
、
②
は
傍
注
の
「
治
承
二
十
一
十
二
卒
四
十

人愉
二
」
か
ら
、
保
延
三
年
ｌ
治
承
二
年
（
一
二
一
七
’
二
七
八
）
の
生
存
と
な
り
、
明
ら
か
に
別
人
と
わ
か
り
、
③
は
祖
父
盛
仲
の
兄
弟
盛
重

紀
の
傍
注
「
白
河
院
御
籠
童
兀
服
之
後
近
習
」
に
従
え
ば
、
こ
れ
も
年
代
的
に
合
致
す
る
と
は
見
徹
し
難
い
。

異

結
局
、
以
上
の
三
人
は
松
野
本
奥
書
の
「
盛
方
」
に
該
当
す
る
と
は
認
め
難
い
が
、
そ
れ
ら
と
は
別
に
、
『
金
葉
集
』
初
奏
本
（
静
嘉
堂

か
（
書
写
者
不
叩

（
注
６
）

直
か
）
が
転
写
、

が
考
え
ら
れ
る
。

（
行
家
男
、
文
章
博
士
、
金
葉
歌
人
）
が
書
写
し
た
本
を
以
て
、
贈
左
大
臣
平
時
信
（
高
棟
王
流
、
清
盛
室
従
二
位
時
子
の
父
）
が
転
写

し
、
次
い
で
時
信
書
写
本
を
以
て
、
兵
部
少
輔
平
信
国
（
信
範
男
、
時
信
の
甥
）
が
転
写
し
、
更
に
嘉
応
二
年
（
二
七
○
）
六
月
二
十
八

日
に
信
国
本
を
以
て
、
式
部
少
輔
藤
原
敦
綱
（
字
合
流
、
明
衡
曽
孫
）
が
転
写
し
、
敦
綱
筆
本
を
暦
応
二
年
（
一
三
四
二
九
月
六
日
に
誰

か
（
書
写
者
不
明
）
が
転
写
し
、
ま
た
、
暦
応
二
年
書
写
本
を
文
和
二
年
（
二
一
宝
三
五
月
に
泰
直
な
る
人
物
（
宇
多
源
氏
の
行
直
男
泰

（
注
６
）

直
か
）
が
転
写
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
松
野
本
自
体
は
、
文
和
二
年
書
写
本
を
基
に
、
更
に
幾
度
か
の
転
写
を
経
た
も
の
で
あ
る
こ
と
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文
庫
蔵
伝
為
相
筆
本
Ｉ
巻
五
ま
で
の
零
本
）
の
巻
三
、
秋
部
に
あ
る
、

大
和
守
資
成
法
師
に
な
り
て
普
門
寺
に
こ
も
り
ぬ
と
き
っ
て
ま
か
り
た
り
け
る
に
こ
の
は
ち
る
を
み
て
よ
め
る

藤
原
盛
方

承
る
た
ひ
に
あ
は
れ
さ
ま
さ
る
す
み
か
畠
な
よ
を
秋
風
の
こ
の
は
ち
り
つ
世

の
歌
の
作
者
「
盛
方
」
は
、
松
野
本
奥
書
と
合
致
す
る
可
能
性
が
高
い
。
詞
書
中
の
「
大
和
守
資
成
」
は
、
『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
れ
ば
、
橘

義
通
男
、
為
仲
弟
で
、
傍
注
に
「
大
和
守
従
五
上
後
拾
作
者
」
と
あ
り
、
『
勅
撰
作
者
部
類
』
に
も
「
五
位
。
美
濃
守
橘
義
通
男
。
至
応
徳

三
年
出
家
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
歌
が
資
成
出
家
の
応
徳
三
年
（
一
○
八
六
）
直
後
に
詠
ま
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
応
徳

三
年
は
承
保
二
年
の
十
一
年
後
で
あ
り
、
『
金
葉
集
』
初
奏
本
の
「
藤
原
盛
方
」
は
松
野
本
奥
書
の
「
盛
方
」
と
同
一
人
物
で
あ
る
蓋
然
性

と
こ
ろ
で
、
『
金
葉
集
』
初
奏
本
の
こ
の
歌
は
『
後
葉
集
』
（
群
書
類
従
本
）
に
も
載
る
が
、
そ
れ
に
は
、

橘
資
成
法
師
に
な
り
て
、
普
門
寺
に
篭
り
ぬ
と
聞
き
て
ま
か
り
た
り
け
る
に
、
木
葉
の
落
つ
る
を
見
て

藤
原
盛
房

見
る
ま
樫
に
哀
れ
さ
ま
さ
る
す
ゑ
か
哉
世
を
あ
き
風
に
木
の
は
散
り
つ
世

と
あ
り
、
作
者
名
が
異
な
る
。
『
後
葉
集
』
に
記
す
「
盛
房
」
は
、
清
輔
の
『
袋
草
子
』
や
顕
昭
の
『
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
勘
文
』
、
『
古
今
集

序
注
』
等
が
『
三
十
六
人
歌
仙
伝
』
の
作
者
と
す
る
人
物
で
あ
り
、
松
野
本
奥
書
に
示
す
作
者
と
、
清
輔
、
顕
昭
ら
の
著
作
に
言
う
作
者

と
の
異
な
り
が
、
一
首
の
作
者
を
め
ぐ
る
『
金
葉
集
』
と
『
後
葉
集
』
と
の
異
同
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
符
合
現
象
は
、
「
盛

方
」
と
「
盛
房
」
と
が
混
同
視
さ
れ
る
よ
う
な
特
殊
な
事
情
に
よ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
、
害
承
上
の
誤
写
等
に
よ
る
単
な
る
偶
合
か
、

目
下
の
と
こ
ろ
合
理
的
な
解
釈
に
至
り
得
な
い
。
因
承
に
、
こ
の
歌
は
『
金
葉
集
』
で
は
初
奏
本
に
の
み
あ
る
歌
で
、
し
か
も
、
現
存
初

が
強
ま
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
金
葉
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奏
本
は
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
が
唯
一
の
伝
本
で
あ
る
た
め
、
『
金
葉
集
』
諸
本
内
で
の
作
者
名
の
異
同
を
検
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
。
初

奏
本
『
金
葉
集
』
と
松
野
本
系
『
三
十
六
人
歌
仙
伝
』
の
新
た
な
る
伝
本
の
出
現
が
待
望
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

以
上
、
『
金
葉
集
」
の
作
者
名
が
『
後
葉
集
』
で
異
な
る
こ
と
は
な
お
不
審
も
残
る
が
、
松
野
本
奥
書
の
「
盛
方
」
と
同
一
人
物
の
蓋
然

性
の
高
い
「
盛
方
」
を
『
金
葉
集
』
初
奏
本
に
見
出
す
こ
と
に
よ
り
、
松
野
本
奥
書
に
対
す
る
一
応
の
信
瀝
性
が
認
め
ら
れ
る
と
思
う
の

で
あ
る
。

字
は
歌
の
通
し
番
号
）
、

流
布
本
に
対
す
る
松
野
本
の
特
徴
と
し
て
は
、
こ
の
外
に
も
、
各
歌
人
の
伝
記
に
先
立
っ
て
必
ず
一
首
乃
至
三
首
の
歌
を
掲
出
す
る
、

と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
「
遍
昭
」
の
項
に
補
入
さ
れ
た
一
首
を
含
め
て
全
六
九
首
あ
る
が
、
そ
の
六
九
首
を
、
「
三
十
六
人

（
注
７
）

家
集
」
の
成
立
と
深
い
か
か
わ
り
が
あ
る
と
さ
れ
る
『
冊
六
人
撰
』
、
『
冊
人
撰
』
、
『
十
五
番
歌
合
』
の
三
つ
の
秀
歌
撰
と
照
合
し
て
み
る

と
、
そ
の
う
ち
の
六
四
首
ま
で
が
そ
れ
ら
秀
歌
撰
の
い
ず
れ
か
に
採
ら
れ
た
歌
で
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
見
ら
れ
ぬ
歌
は
（
歌
頭
の
数

蛆
ま
き
も
く
の
ひ
は
ら
も
い
ま
た
く
も
ら
れ
は
小
松
か
原
に
あ
わ
雪
そ
ふ
る
（
家
持
）

は

略
月
や
あ
ら
ぬ
春
や
む
か
し
の
春
な
ら
ぬ
わ
が
身
ひ
と
つ
の
も
と
の
身
に
し
て
（
業
平
）

ミ

弱
有
明
の
つ
れ
な
く
み
え
し
わ
か
れ
よ
り
あ
か
つ
ぎ
は
か
り
う
き
も
の
は
な
し
（
忠
岑
）

如
住
よ
り
の
き
し
に
よ
る
浪
よ
る
さ
へ
や
夢
の
通
路
人
め
よ
く
ら
ん
（
敏
行
）

別
契
き
な
形
見
に
袖
を
し
ぼ
り
つ
ふ
末
の
ま
つ
山
波
こ
ざ
し
と
は
（
元
輔
）

の
五
首
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
五
人
の
歌
人
は
、
別
の
歌
一
首
乃
至
二
首
が
松
野
本
に
記
載
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
が
以
上
の
三

四
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秀
歌
撰
の
い
ず
れ
か
に
は
採
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
秀
歌
撰
の
い
ず
れ
に
も
載
ら
ぬ
歌
の
み
を
掲
げ
ら
れ
た
歌
人
は
皆
無
と
な
る
。

こ
の
事
実
は
、
松
野
本
の
掲
げ
る
歌
が
こ
れ
ら
の
秀
歌
撰
と
密
接
に
か
か
わ
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
が
、
更
に
臆
測
を
め
ぐ
ら
す
な

ら
、
『
三
十
六
人
歌
仙
伝
』
は
、
「
三
十
六
人
家
集
」
の
成
立
後
そ
れ
に
付
随
し
て
発
生
し
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
秀
歌
撰
、
特
に

『
冊
六
人
撰
』
な
ど
に
付
さ
れ
た
作
者
略
伝
の
形
に
、
そ
の
発
生
の
淵
源
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
但
し
、
こ
の
点

に
つ
い
て
は
あ
く
ま
で
推
測
で
あ
っ
て
、
具
体
的
な
論
拠
を
持
た
な
い
の
で
、
詳
し
く
は
後
考
に
委
ね
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
松
野

本
の
こ
れ
ら
の
歌
の
う
ち
三
二
首
に
は
墨
で
合
点
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
必
ず
し
も
各
歌
人
の
歌
に
平
等
に
付
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
も
現
在
の
と
こ
ろ
理
解
し
得
な
い
。
併
せ
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

と
も
あ
れ
、
綾
々
説
明
し
た
如
く
、
松
野
本
は
、
明
ら
か
に
流
布
本
よ
り
も
前
形
態
を
保
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
『
三
十
六
人

歌
仙
伝
』
の
作
者
、
成
立
年
時
、
更
に
は
そ
の
発
生
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
手
が
か
り
を
示
唆
す
る
資
料
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
で

（
注
８
）

あ
ろ
う
。
こ
の
外
、
『
三
十
六
人
歌
仙
伝
』
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る
『
古
今
和
歌
集
目
録
』
と
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
も
、
松
野

本
は
別
の
視
点
か
ら
の
究
明
を
可
能
に
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
は
、
松
野
本
の
資
料
的
価
値
に
鑑
み
て
、
専
ら
そ
の
全
貌
を
翻
刻
、

紹
介
す
る
こ
と
を
旨
と
し
た
の
で
、
今
回
は
触
れ
な
い
で
お
い
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
別
稿
を
期
し
た
い
と
思
う
。

注
１
版
本
。
全
十
一
冊
の
う
ち
第
一
冊
’
第
十
冊
が
「
肘
六
人
集
」
で
、
該
本
は
第
十
一
冊
目
。
「
汁
六
人
集
」
が
群
書
類
従
か
ら
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る

の
で
、
該
本
も
群
書
類
従
か
ら
の
抜
粋
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
類
従
本
と
全
く
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
四
箇
所
異
同
が
あ
る
。

注
２
「
中
古
歌
仙
三
十
六
人
伝
」
と
の
合
綴
本
。
貞
亨
三
年
（
一
六
八
六
）
に
黒
川
梅
林
（
道
祐
）
が
自
筆
校
訂
し
た
旨
の
賊
文
を
持
ち
、
随
所
に
朱
の
書
入
れ
が

注
３
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
写
真
（
Ｃ
‐
一
○
七
三
）
に
よ
る
。

あ
る
。
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注
４
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
写
真
（
Ｃ
ｌ
四
八
五
八
）
に
よ
る
。
「
中
古
歌
仙
三
十
六
人
伝
」
と
の
合
綴
本
。

注
５
「
中
古
歌
仙
三
十
六
人
伝
」
と
の
合
綴
本
。

注
６
「
尊
卑
分
脈
」
に
は
三
人
の
「
泰
直
」
を
見
出
す
が
、
そ
の
う
ち
生
存
年
代
の
推
定
で
き
る
の
は
宇
多
源
氏
の
泰
直
（
ｅ
四
○
五
頁
）
で
、
父
行
直
の
卒
年

が
康
永
元
年
（
二
西
三
と
あ
る
の
で
、
文
和
二
年
時
に
生
存
と
考
え
ら
れ
る
。

注
７
久
曽
神
昇
氏
「
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
精
成
」
（
昭
和
四
十
一
年
、
風
間
書
房
刊
）
に
よ
る
。

注
８
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
迫
徹
朗
氏
の
御
論
考
（
『
古
今
和
歌
集
目
録
」
と
『
三
十
六
人
歌
仙
伝
」
の
先
後
ｌ
忠
岑
の
伝
記
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
「
中

古
文
学
」
第
十
九
号
、
昭
和
五
十
二
年
五
月
）
が
あ
り
、
迫
氏
は
、
「
古
今
和
歌
集
目
録
」
は
「
三
十
六
人
歌
仙
伝
」
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
、
と

結
論
づ
け
て
お
ら
れ
る
。

（
付
記
）

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
の
借
覧
、
翻
刻
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
松
野
陽
一
氏
、
東
北
大
学
蔵
本
の
閲
覧
に
種
々
の
御
便
宜
を
賜
わ
っ
た
片

野
達
郎
氏
に
対
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
の
一
部
は
和
歌
文
学
会
例
会
（
邪
．
ｕ
・
皿
於
・
昭
和
女
子
大
学
）
で
口
頭
発
表
し
た

も
の
で
あ
る
。
席
上
助
言
を
賜
わ
っ
た
方
左
に
も
併
せ
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。
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